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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
は
18

日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
キ

ン
メ
ル
劇
場
芸
術
セ
ン
タ
ー
で

北
東
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ

ル
を
表
彰
す
る
授
賞
式
を
開
催

し
、
３
つ
星
に
昇
格
し
た
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
「
す
し
匠
」（
東

41
丁
目
３
番
地
）
を
含
む
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
複
数
の
和
食
店
が

選
ば
れ
た
。

　

北
東
部
で
今
回
唯
一
３
つ
星

を
取
得
し
た
「
す
し
匠
」
に
つ

い
て
同
ガ
イ
ド
は
「
Ｎ
Ｙ
公
立

図
書
館
の
影
で
営
む
同
店
で
、

中
澤
圭
二
氏
が
最
上
級
の
熟
練

の
技
を
実
証
す
る
。
こ
の
上
な

く
ユ
ニ
ー
ク
な
お
ま
か
せ
は
、

多
種
多
彩
な
魚
介
や
野
菜
な
ど

の
素
材
を
日
本
の
発
酵
技
術
を

多
く
活
用
し
た
料
理
で
進
行
す

る
。
中
澤
氏
の
チ
ー
ム
は
柔
軟

性
と
進
化
を
尊
重
し
な
が
ら
も

常
に
伝
統
技
術
を
誇
り
と
し
、

完
璧
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
目
を

見
張
る
。
流
れ
の
ペ
ー
ス
、
こ

だ
わ
り
の
幅
と
継
承
に
、
ど
れ

ほ
ど
の
寿
司
愛
好
家
も
感
銘
す

る
だ
ろ
う
」と
評
価
し
て
い
る
。

　

和
食
店
に
関
し
て
は
そ
の

ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
懐
石

の
「
無
垢
」（
グ
リ
ニ
ッ
チ
通

り
４
１
２
番
地
）、「Yama-

da

」（
エ
リ
ザ
ベ
ス
通
り
16
番

地
）、
そ
し
て
ボ
ス
ト
ン
の

お
ま
か
せ
寿
司
「
ス
リ
ー
ワ

ン
」（
ト
レ
モ
ン
ト
・
ス
ト

リ
ー
ト
６
０
５
番
地
）
が
一

つ
星
を
獲
得
し
た
。
そ
の
ほ

か
北
東
部
の
受
賞
店
、
ホ
テ

ル
の
詳
細
はhttps://www.
michelin.com/en/publica-
tions/products-and-ser-
vices/michelin-guide-re-
veals-2025-northeast-cit-
ies-selection

を
参
照
す
る
。

複
数
の
Ｎ
Ｙ
和
食
店
を
表
彰

「
無
垢
」「Yam

ada

」

すし匠が
三つ星獲得
2025年ミシュラン発表

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ

ー
や
年
末
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ー
ズ
ン
直
前
の
19
日
、
同
州
の

万
引
き
件
数
が
13
％
減
少
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。

　

減
少
に
つ
い
て
同
州
知
事

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
万
引

き
問
題
が
深
刻
化
し
、
連
邦
、

州
、
自
治
の
法
執
行
機
関
と
連

携
し
た
１
０
０
人
の
専
門
の
警

官
の
特
別
部
隊
の
配
置
、
店
内

の
商
品
棚
に
鍵
を
か
け
る
な

ど
、
４
０
０
０
万
ド
ル
投
じ
た

万
引
き
対
策
の
成
果
を
称
し
て

い
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
、
万

引
き
が
原
因
の
Ｎ
Ｙ
市
の
売
上

損
失
は
２
０
２
２
年
だ
け
で
も

44
億
ド
ル
に
達
し
た
。
Ｎ
Ｙ
市

警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
に
よ
る
と
、

今
年
の
現
時
点
で
の
万
引
き
件

数
は
４
万
６
７
３
６
件
で
、
昨

年
同
時
期
の
５
万
４
０
８
１
件

比
で
13
・
5
％
減
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
４
月
の
発
足
以
降

で
、
同
部
隊
の
万
引
き
逮
捕
数

は
１
２
２
４
件
、
２
６
０
０
万

ド
ル
相
当
の
商
品
を
返
還
し
た

と
い
う
。

万
引
き
大
幅
減
少

Ｎ
Ｙ
州
対
策
強
化
で

　

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ

の
サ
ー
カ
ス
Ｎ
Ｙ
公
演「‘Twas 

The Night Before

…
」
が
12

月
４
日
（
木
）
か
ら
28
日
（
日
）

ま
で
、
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ

ー
デ
ン
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
プ

ラ
ザ
４
番
地
、
７
番
街
と
33
丁

目
）
に
て
上
演
さ
れ
る
。

　

ク
レ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ー
ク
・

ム
ー
ア
の
古
典
詩
「
聖
ニ
コ
ラ

ス
の
訪
問
」
を
基
に
し
た
、
シ

ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
初

の
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ー
。
イ

ザ
ベ
ラ
と
父
親
は
一
緒
に
『A 

Visit from Saint Nicholas

』

と
『Twas the Night Before Christmas

』
を
読
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
詩
の
魔
法
が

現
実
の
も
の
と
な
り
、
イ
ザ
ベ

ラ
と
父
親
は
雪
嵐
に
よ
っ
て
引

き
離
さ
れ
、
幻
想
的
な
旅
へ
と

送
り
出
さ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で

舞
台
は
展
開
す
る
。
詩
に
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
冬
の
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
で
、
彼
ら
は
多
く
の

奇
妙
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
曲
芸

師
、
そ
し
て
ト
ナ
カ
イ
に
出
会

う
。
イ
ン
タ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な

し
の
85
分
間
、
ク
リ
ス
マ
ス
を

テ
ー
マ
に
し
た
不
思
議
な
世

界
へ
誘
う
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.cirquedusoleil.com/
twas-the-night-before

を
参

照
す
る
。

シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
サ
ー
カ
ス

NY公演12月4日から

救
世
軍
社
会
鍋

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
物
価

上
昇
の
生
活
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
２
０
２
５
〜
26
年
度
州

予
算
の
一
環
と
し
て
、
最
大

４
０
０
ド
ル
の
一
時
的
な
「
イ

ン
フ
レ
還
付
金
（Infl ation 

Refund

）」
を
州
民
に
支
給
中

だ
。
対
象
は
、
国
籍
や
滞
在
資

格
を
問
わ
ず
２
０
２
３
年
の
個

人
所
得
税
申
告
を
行
っ
た
居
住

者
で
対
象
者
は
約
８
２
０
万
世

帯
に
の
ぼ
る
。
申
請
は
不
要
で

自
動
的
に
小
切
手
が
最
新
の
申

告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
住
所

宛
に
郵
送
さ
れ
る
。
給
付
は
11

月
末
で
完
了
す
る
。
還
付
小
切

手
を
受
け
取
る
資
格
が
あ
る
の

は
２
０
２
３
年
度
に
①
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
居
住
者
所
得
税
申
告

書
Ｉ
Ｔ
ー
２
０
１
を
提
出
し
た

②
所
得
を
報
告
し
て
い
る
③
他

の
納
税
者
の
確
定
申
告
で
扶
養

家
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
条
件
。

NY 州民に給付金
   配布まもなく完了
１世帯最大 400ドル

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
歳
末
の
風
物
詩
と
も
言
え
る
サ
ル
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
ー
ミ
ー
（
救
世
軍
）
の
「
社
会
鍋
（Red Kettle 

Campaign

）」
募
金
運
動
。
感
謝
祭
の
11
月
末
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
ま
で
全
米
各
地
の
街
角
で
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
。
赤
い

募
金
ポ
ッ
ト
と
ベ
ル
を
鳴
ら
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
０
０
年

以
上
続
く
歴
史
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
は
馴
染
み
が

深
い
冬
の
風
景
だ
。

　

Ｎ
Ｙ
の
社
会
鍋
は
、
ほ
か
の
街
よ
り
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

性
が
高
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら
ベ
ル

を
鳴
ら
し
た
り
、
ラ
ッ
プ
や
ゴ
ス
ペ
ル
調
で
募
金
を
呼
び
か

け
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
と
に
か
く
明
る
く
て
楽
し
い
の

が
Ｎ
Ｙ
流
だ
。
特
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
界
隈
で
は

写
真
を
撮
る
観
光
客
が
途
切
れ
な
い
。

　
（
22
日
午
後
３
時
、
６
番
街
48
丁
目
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）

www.saitollp.com
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.michelin.com/en/publications/products-and-services/michelin-guide-reveals-2025-northeast-cities-selection
https://www.cirquedusoleil.com/twas-the-night-before


　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
で
12
月
４
日
か
ら
６
日

ま
で
宝
生
流
に
よ
る
能
公

演
『
三
島
の
愛
し
た
能
（
英

題
：Mishima’s Muse ‒ Noh 

Theater

）』
が
開
催
さ
れ
る
。

能
や
歌
舞
伎
な
ど
の
古
典
芸
能

に
精
通
し
、
伝
統
的
な
日
本
の

美
を
称
賛
し
た
三
島
は
、
能
の

代
表
的
な
作
品
の
数
々
を
彼
と

同
時
代
の
物
語
に
移
し
変
え

『
近
代
能
楽
集
』
と
し
て
八
つ

の
戯
曲
を
残
し
た
。
同
公
演
で

は
、
米
国
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る
第

20
代
宗
家
・
宝
生
和
英
率
い
る

能
楽
宝
生
流
が
、
そ
れ
ら
の
元

と
な
っ
た
『
綾
鼓
』
と
『
葵
上
』

を
披
露
す
る
。関
直
美
さ
ん
は
、

５
日
に
上
演
さ
れ
る「
綾
鼓（
あ

や
の
つ
づ
み
）」
の
ツ
レ
の
女

御
の
役
で
出
演
す
る
た
め
今
回

来
米
し
た
。
茶
道
の
家
に
生
ま

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
学
び
、

帰
国
後
、
34
歳
で
東
京
藝
大
に

入
り
能
楽
師
と
な
っ
た
人
だ
。

　

能
の
世
界
に
入
る
き
っ
か
け

は
、
喜
寿
の
祝
い
で
舞
っ
た
百

歳
の
老
女
小
野
小
町
の
能
『
関

寺
小
町
』
を
見
た
こ
と
。
そ

の
舞
台
で
シ
テ(

主
役)

が
倒

れ
た
。
神
に
捧
げ
る
能
は
、
途

中
で
止
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
シ
テ
を
舞
台
袖
に
寝
か
せ

た
ま
ま
舞
台
は
続
く
。
命
を
懸

け
た
能
舞
台
を
見
た
関
さ
ん
は

一
切
を
捨
て
て
34
歳
で
能
の
世

界
へ
飛
び
込
ん
だ
。
能
と
は
何

か
。
生
き
る
と
は
何
か
。
そ
れ

を
問
い
続
け
る
毎
日
だ
っ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
専
門
学
校
卒
業

後
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
会
社
に
入

社
し
、
ロ
ス
に
行
っ
た
先
輩
の

影
響
を
受
け
て
渡
米
し
た
が
、

生
活
の
リ
ズ
ム
が
東
部
の
方
が

合
っ
て
い
る
と
思
い
一
旦
帰
国

し
て
今
度
は
Ｎ
Ｙ
へ
。
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

ハ
イ
ツ
に
住
ん
で
、
セ
ン
ト
フ

ラ
ン
シ
ス
大
心
理
学
部
を
卒
業

後
、
大
学
院
修
了
目
前
に
母
親

か
ら
呼
び
戻
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
道
を

断
念
し
て
帰
国
し
た
。
も
し
あ

留
学
の
地
、
Ｎ
Ｙ
で
能
舞
台
を
演
じ
る

の
時
日
本
に
帰
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
今
頃
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ど
こ
か
で
仕
事

を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
の
人
生
は
、
常
に
理
不
尽

で
不
公
平
な
環
境
と
の
闘
い
で

も
あ
る
。
能
や
歌
舞
伎
の
世
界

も
そ
う
だ
。
世
襲
と
世
襲
で
な

い
者
と
に
は
っ
き
り
と
分
か
れ

て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
、
お
互
い

に
支
え
合
っ
て
い
る
立
場
だ
。

ど
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
に
も
不

公
平
な
こ
と
に
も
我
慢
。「
嫌

だ
っ
た
ら
い
つ
で
も
や
め
て
い

い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
る
立
場

に
身
を
置
き
続
け
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
帰
国

後
、
母
の
死
に
よ
り
、
茶
家
を

継
ぐ
た
め
京
都
の
裏
千
家
学
園

に
行
っ
た
。
そ
し
て
１
９
９
９

年
東
京
藝
大
の
音
楽
部
邦
楽
科

を
能
楽
専
攻
に
て
受
験
し
見
事

に
現
役
合
格
す
る
。
宝
生
流
宗

家
よ
り
楽
屋
入
り
を
許
さ
れ
る

職
分
と
な
り
（
公
社
）
能
楽
協

会
に
入
会
す
る
。
芸
大
で
の
９

年
間
の
研
究
を
終
え
、
音
楽
博

士
の
学
位
を
得
た
。

　

能
楽
師
と
し
て
舞
台
に
立
つ

傍
ら
、
研
究
者
と
し
て
の
能
楽

の
研
究
を
し
て
玄
人
と
し
て

は
初
め
て
の
音
楽
博
士
と
な

る
。
ま
た
茶
道
に
お
い
て
は

１
９
９
０
年
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
で
の
シ
ラ
ク
大
統
領
夫

妻
臨
席
の
献
茶
式
渡
仏
代
表
団

の
一
員
に
選
抜
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
自
分
を
支
え
て
こ
れ

た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代

の
留
学
生
活
が
あ
っ
た
か
ら
。

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を

常
に
客
観
視
で
き
て
、
追
い
詰

め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

が
救
い
」。
留
学
体
験
は
関
さ

ん
に
と
っ
て
大
い
な
る
幸
運
で

あ
り
人
生
の
リ
ワ
ー
ド
（
ご
褒

美
）だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
年
、
著
書
『Yes, Noh

』

をKULA SCIP
社
か
ら
出
版

し
て
い
る
（
本
紙
２
月
1
日
号

の
書
評
欄
で
紹
介
）。
そ
こ
に

は
女
性
能
楽
師
で
重
要
無
形
文

化
財
総
合
指
定
保
持
者
で
も
あ

る
関
直
美
さ
ん
の
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ

な
半
生
」
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

１
９
６
４
年
、
北
海
道
帯
広
市

生
ま
れ
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

Performance of Aya no Tsuzumi © Courtesy of Hosho-ryu School

能楽師

関 直美さん

　

い
よ
い
よ
12
月
で
す
ね
。
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年

は
皆
様
に
と
っ
て
ど
ん
な
年

で
し
た
か
？

　

さ
て
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
に
も
使
わ
れ
る
ス
コ

ッ
チ
パ
イ
ン
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
以
前
は
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン

グ
が
終
わ
る
と
同
時
に
街
角

に
並
ん
で
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
も
最
近
は
早
々
と
見

か
け
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
主

流
の
モ
ミ
の
木
に
比
べ
針
葉

が
長
く
、
ま
た
葉
の
持
ち
が
良

い
の
が
特
徴
で
す
。
ス
コ
ッ
チ

パ
イ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部

が
原
産
で
和
名
は
西
洋
赤
松

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
精
油
は
針

葉
と
若
い
小
枝
を
水
蒸
気
蒸

留
し
て
得
ら
れ
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
な
ど
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
透
明
で
粘
性
の
低

い
精
油
は
松
葉
を
手
で
揉
ん

だ
時
の
よ
う
な
匂
い
で
、
ア
ル

フ
ァ
ピ
ネ
ン
を
主
成
分
と
し

た
ス
コ
ッ
チ
パ
イ
ン
の
ピ
リ

ッ
と
そ
し
て
す
が
す
が
し
い

落
ち
着
き
の
あ
る
森
林
の
香

り
は
、
窓
を
閉
め
切
っ
た
冬
の

室
内
の
空
気
清
浄
に
も
役
立

ち
、
空
間
を
整
え
気
分
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
神
経
強
壮

作
用
も
あ
り
疲
れ
た
頭
脳
や

神
経
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
抗

菌
抗
感
染
作
用
は
呼
吸
器
系

の
不
調
に
役
立
ち
ま
す
。
ス
コ

ッ
チ
パ
イ
ン
の
さ
わ
や
か
な

香
り
で
体
調
を
整
え
、
ど
う
ぞ

師
走
の
忙
し
い
時
期
を
元
気

に
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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12 月 NY 日系人会の行事
■ 12 月 3 日（水）6:30 pm- online 「理事会と選挙総会」2026
年度のニューヨーク日系人会 /JAA の役員・理事を選出いた
します。

■ 12 月 4 日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝
川玲子弁護士の遺言・事前指示の書類についての電話無料相
談 - Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」
各 30 分 ご予約下さい。

■ 12 月 5 日（金）10:15am-11:45am Apple Kids 企画「灘田篤
子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」$5

■ 12 月 5 日（金）6pm-9pm 「JAA 118 周年記念晩餐会@ Har-
vard Club「Community Leadership Awardees: ORIX Corpo-
ration USA and Ms. Yuriko “Riki” Ito」Guest Artists はニュー
ヨーク混声コーラスとNaoya Ogura Band です。JAA の大き
な Fundraising です。是非ご協力ください。

■ 12 月 8 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はる
かさんがヘアカットを行います。お早めにご予約下さい。

■ 12 月 11 日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話
無料法律相談室　( 移民法以外 )」。ご予約下さい。各 30 分。

■ 12 月 11 日（木）「年末敬老会」12pm-2pm：BentOn のお
弁当です。Iwaki Band の歌をお楽しみください。JAA Wom-
en in Business がクリスマスギフトをお贈りします。参加費：
$5、敬老会参加とランチデリバリー、ピックアップのご予約
はお早めに！ 12 月のお誕生会あります。

■12月12日 (金 )5pm-8pm 「ホリデーパーティー&ボランティ
ア慰労会@JAA ホール」今年も JAA コーラスの歌、コーラ
ス指導者田中友樹子さんのピアノや三上クニさんのジャズピ
アノ等をお楽しみいただきます。2025 年度 20 時間以上のボ
ランティアをされた方はご招待です。ワインとリフレッシュ
メントをご用意いたします。ボランティア以外の方は会費
＄20/JAA 会員。要予約。$30/non 会員。

■ 12 月 17 日（水）10am-1pm at JAA Hall 米国日本人看護協
会主催「心と身体を癒す時間　ハンドマッサージ体験」Ho-
listic Nursing 米国認定看護師安井豊子さんを迎えて開催しま
す。要予約 JAA

■ 12 月 18 日（木）10am-12pm 「米国の移民法に関しての電
話無料法律相談」加藤恵子弁護士が皆様のご相談にお答えし
ます。相談は各 15 分。ご予約下さい。

■ 12 月 18 日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ
運びた～い ! おしゃべりして楽しい時を過ごしましょう！」
どなたでもご参加できます。参加費 $5

＊ JAA 事務局から
〇 12 月 25 日 ( 木 )、12 月 31 日（水）、1月 1日（木）＆ 2日（金）
年末年始休み、1月５日（月）から JAA はオープンします。

 The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）
Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

講
談
社
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
黒
柳
徹
子

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
窓
ぎ
わ
の

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
続
編
』
の
英
語

版
発
行
に
合
わ
せ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
３
つ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

黒
柳
徹
子
さ
ん Photo/Kazuyoshi SH

IM
O

M
U

RA

翻
訳
者
の
手
嶋
さ
ん
Ｎ
Ｙ
で
語
る

『窓ぎわのトットちゃん続編』

英語版を米で発行
講談社ＵＳＡ
開
催
し
た
。22
日
に
は
翻
訳
者
・

手
嶋
優
紀
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

共
図
書
館
（
53
丁
目
分
館
）
で

午
前
11
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、
講
談
社
Ｕ
Ｓ
Ａ

の
編
集
者
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・

マ
カ
ロ
ー
＝
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
と

手
嶋
さ
ん
が
続
編
に
つ
い
て
来

場
者
か
ら
の
質
問
に
も
答
え
な

が
ら
英
語
版
を
紹
介
し
た
。

　

手
嶋
さ
ん
は
冒
頭
で
、「
自

分
の
母
親
が
大
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
フ
ァ
ン
だ
っ
た
の
で
、
翻
訳

者
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
親
孝
行
が
で
き
ま
し

た
」
と
述
べ
た
。

　

会
場
の
読
者
か
ら
「
続
編
か

ら
読
者
が
発
見
す
る
最
大
の
も

の
は
何
か
」
と
い
う
質
問
に
対

し
、
手
嶋
さ
ん
は
「
人
生
で
あ

っ
た
一
つ
の
出
来
事
が
、
自
分

の
人
生
の
す
べ
て
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
、
ど
ん
ど
ん
自
分
を

前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
編
で
は
、
戦
後
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
そ
の
後
に
つ
い

て
描
か
れ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ

カ
人
女
性
か
ら
「
戦
争
の
表
現

や
平
和
に
つ
い
て
ど
ん
な
ふ
う

に
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
英
語

版
に
翻
訳
す
る
上
で
難
し
い
と

こ
ろ
は
な
か
っ
た
か
」
と
い
う

質
問
も
あ
っ
た
。

　

手
嶋
さ
ん
は
「
本
の
中
身
に

難
し
い
政
治
的
表
現
は
な
か
っ

た
し
、
私
は
黒
柳
さ
ん
の
表
現

を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
翻
訳
し
た

だ
け
な
の
で
、
翻
訳
す
る
こ
と

自
体
に
は
難
し
い
こ
と
は
な
か

っ
た
。
疎
開
先
で
の
話
や
彼
女

の
声
と
彼
女
の
経
験
を
い
か
に

英
語
で
伝
え
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
専
念
し
た
」
と
述
べ
た
。

　

24
日
に
は
、
紀
伊
國
屋
書
店

Ｎ
Ｙ
本
店
１
階
の
特
設
会
場
で

手
嶋
さ
ん
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と

サ
イ
ン
会
が
午
後
6
時
か
ら
行

わ
れ
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か

け
た
。

　

手
嶋
さ
ん
は
４
歳
か
ら
24
歳

ま
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
過
ご
し

た
後
、
東
京
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

を
行
き
来
す
る
生
活
を
送
り
、

２
０
１
１
年
か
ら
15
年
ま
で
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
育
っ
た
の
で

英
訳
す
る
際
に（
ア
メ
リ
カ
の
）

読
者
目
線
で
表
現
で
き
た
部
分

は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と

振
り
返
っ
た
。
会
場
か
ら
「
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
日
本
で

の
存
在
感
」
に
つ
い
て
参
加
者

か
ら
問
わ
れ
「
日
本
女
性
で
初

め
て
自
分
の
テ
レ
ビ
ト
ー
ク
番

組
を
持
ち
、
そ
の
長
寿
番
組
を

通
じ
て
今
で
も
大
き
な
社
会
的

影
響
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
。
25
日
夕
に
は
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
ア
ニ
メ

映
画
『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ

ん
』
が
上
映
さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
サ
イ
ン
会

が
行
わ
れ
た
。

　

続
編
の
英
語
版
発
行
に
あ
た

り
著
者
の
黒
柳
徹
子
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
黒
柳

徹
子
で
す
。
こ
の
た
び
、『
窓

ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
続
編
』

の
英
語
版
が
発
売
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
40
年
も
経
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
生
懸

命
書
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　
　
　
（
三
浦
良
一
、
写
真
も
）

英語版について語る手嶋さん（24日、紀伊國屋書店 NY本店で）

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://www.yamagatadental.net/
https://qbhouseusa.com/
https://sobaya.square.site/
https://www.uemurachiropractic.com/
https://neuroacuny.com/
https://www.samuraipapabk.com/
mailto:info@jaany.org
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
市
街
地
中
心
に
あ
る
高
層
集

合
住
宅
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ト
３
０
６
番
地
に

あ
る
ア
パ
ー
ト
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
喧
騒
と
は

違
う
落
ち
着
き
の
あ
る
都
会
暮
ら
し
が
期
待
で
き

そ
う
な
部
屋
だ
。

　

写
真
の
通
り
、
個
人
住
宅
に
は
珍
し
い
設
計
の

モ
ダ
ン
な
2
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
住
宅
で
、
床
か
ら
天

井
ま
で
の
窓
に
囲
ま
れ
た
広
々
と
し
た
カ
ー
ブ
し

た
リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
が
特
徴
。
南

東
方
向
の
開
放
的
な
眺
望
を
楽
し
め
る
。

　

玄
関
に
は
十
分
な
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
お
も
て
な
し
に
最
適
な
明

る
い
メ
イ
ン
リ
ビ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
と
続
く
。
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
家
電
、
石
材

カ
ウ
ン
タ
ー
、
十
分
な
収
納
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
備

わ
っ
て
い
る
。
両
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
は
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
広
さ
で
、
全
室
ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
フ
ロ
ア
、

室
内
洗
濯
機
・
乾
燥
機
付
き
。

　

こ
の
ビ
ル
は
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
ビ
ル
で
、
24
時
間

ド
ア
マ
ン
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
屋
内
プ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
居
住
者
ラ
ウ
ン

ジ
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
自
転
車
置
き

場
、
敷
地
内
駐
車
場
（
空
き
状
況
に
よ
る
）
を
提

供
し
て
い
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

理
想
的
な
立
地
で
、
複
数
の
地
下
鉄
路
線
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
、
飲
食
店
、
近
隣
の
利
便
施
設
ま
で
徒

歩
圏
内
と
な
っ
て
い
る
。
家
賃
は
月
額
４
８
０
０

ド
ル
。
か
な
り
郊
外
の
一
戸
建
て
庭
付
き
住
宅

と
ほ
ぼ
同
等
程
度
の
予
算
で
、
地
下
鉄
で
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
通
え
る
ゆ
っ
た
り
し
た
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
も
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
イ
フ
の
一
つ

の
形
と
言
え
そ
う
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、
Ｅ
メ
ー
ル　

ted.
matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（6）

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
歩
い
て
い

る
と
、早
足
で
肩
に
力
が
入
り
、

気
づ
け
ば
呼
吸
が
浅
く
な
っ
て

い
る̶

̶

そ
ん
な
自
覚
、
あ
り

ま
せ
ん
か
？
多
く
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
は
、
忙
し
さ
の
あ
ま
り

“

体
に
良
さ
そ
う
な
こ
と”

を

自
己
流
で
続
け
、
逆
効
果
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
姿
勢
。「
背
筋
を

そ
の
症
状
、「
そ
の
う
ち
慣
れ
る
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

忙
し
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
や
り
が
ち
な
「
体
の
間
違
っ
た
常
識
」

ピ
ン
と
伸
ば
す
ほ
ど
良
い
」
と

思
い
、
胸
を
張
り
す
ぎ
て
背
中

が
反
り
、
腰
に
負
担
を
か
け
て

い
る
人
が
非
常
に
多
い
で
す
。

地
下
鉄
で
長
時
間
立
つ
時
ほ

ど
、
こ
の“

反
り
姿
勢”

は
痛

み
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
も
よ
く
あ
る
誤

解
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
合
間
に

首
を
強
く
引
っ
張
る
伸
ば
し
方

は
、
一
瞬
ス
ッ
キ
リ
し
て
も
、

実
は
首
ま
わ
り
を
固
め
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に

ゆ
る
む
の
は
「
引
っ
張
る
」
よ

り
「
小
さ
く
動
か
す
」
ほ
う
。

忙
し
い
人
ほ
ど
逆
を
や
り
が
ち

で
す
。

　

運
動
も
同
じ
で
す
。
毎
朝
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ジ
ム
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
素
晴
ら
し
い
習
慣
で

す
が
、
痛
み
が
あ
る
の
に“

走

っ
て
ほ
ぐ
す”“

動
け
ば
治
る”

と
思
い
込
み
、
か
え
っ
て
悪
化

さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
。
特
に
Ｎ
Ｙ

で
は
通
勤
や
買
い
物
で
歩
く
距

離
が
長
い
た
め
、
知
ら
な
い
う

ち
に
フ
ォ
ー
ム
が
崩
れ
、
そ
の

癖
の
ま
ま
運
動
し
て
し
ま
う
人

が
多
い
で
す
。

　

実
は
痛
み
の
原
因
は「
姿
勢
・

動
き
・
筋
肉
の
連
携
」
の
乱
れ

に
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
忙

し
さ
の
中
で
自
己
流
を
積
み
重

ね
る
ほ
ど
、
問
題
が
深
く
な
り

や
す
い
の
で
す
。

　

も
し
「
な
ん
と
な
く
続
く
違

和
感
」「
慢
性
的
な
痛
み
」
が

あ
る
な
ら
、
一
度“

自
分
の
体

の
使
い
方”

を
専
門
的
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
も
ら
う
だ
け
で
、
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
正
し
い
ケ
ア
は
、
忙
し
い

毎
日
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も

直
結
し
ま
す
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

ブルックリンの市街地にゆったりと暮らす

　

発
達
障
害
の
心
配

　

専
門
医
が
解
説

　
　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
が
12
月
５
日

　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
・
ふ
ら
っ
と
は
、

「
一
人
で
悩
ま
な
い
で 

。
子
ど

も
の
発
達
と
発
達
障
害 

〜
我

が
子
の
発
達
、
疑
わ
し
い
？
〜 

」
と
題
す
る
無
料
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
12
月
５
日
（
金
）
午
後
８
時

か
ら
９
時
30
分
ま
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
開
催
す
る
。
講
師
は
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
・
シ
ア
ト
ル
小
児
病

院
で
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
勤
務
し

て
い
る
米
国
小
児
科
専
門
医
の

松
浦
有
佑
氏
。https://zoom.

us/webinar/register/W
N_

MtskbxljSqOD-_LKwIGy4w

か
ら
申
し
込
む
。

https://www.redacinc.com/
mailto:matsumoto@corcoran.com
https://zoom.us/webinar/register/WN_MtskbxljSqOD-_LKwIGy4w
www.uemurachiropractic.com
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１
年
間
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
2
回
や
ハ

ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
な

が
ら
の
１
年
は
月
日
が
早
い
も

の
で
す
ね
。
私
が
全
て
出
演
す

る
必
要
も
な
い
の
で
す
が
何
せ

タ
イ
ト
ル
が
カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー

と
名
乗
り
毎
回
ご
挨
拶
と
Ｍ
Ｃ

や
歌
を
披
露
を
し
て
い
る
と
そ

れ
が
必
要
な
事
に
思
え
る
の
で

す
。
た
だ
物
事
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
す
れ
ば
意
外
に
そ
れ
は
成
り

立
っ
て
し
ま
う
も
の
で
し
ょ
う

け
ど
ね
。
歌
手
の
井
上
陽
水
さ

ん
の
歌
に
「
人
生
が
二
度
あ
れ

ば
」
と
言
う
歌
が
あ
り
ま
す
が

そ
れ
は
ま
た
違
っ
た
人
生
を
歩

ん
で
い
た
ら
と
言
う
話
な
の

か
？ 

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が

私
は
最
終
的
に
人
生
で
や
り
遂

げ
る
事
に
は
時
間
が
足
り
な
い

気
が
し
ま
す
。
豊
富
な
資
金
で

も
有
れ
ば
別
で
す
が
１
回
１
回

が
ギ
リ
ギ
リ
勝
負
し
て
セ
ー
フ

な
感
じ
で
す
。
そ
れ
が
刺
激
的

な
人
生
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
ね
。
音
楽
で
は
ピ
ア
ノ
奏

者
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
イ
ン
テ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
着
物
ド

レ
ス
着
付
け
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ス
ク

ー
ル
を
運
営
し
て
き
て
も
、
ま

だ
ま
だ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
活
躍

で
き
る
人
は
少
な
い
で
す
ね
。

そ
れ
は
声
優
、
俳
優
、
お
笑
い

ス
ク
ー
ル
か
ら
も
成
功
者
は
一

握
り
で
す
ね
。
し
か
し
最
近
は

時
代
も
変
わ
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信

で
個
人
の
日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー

が
世
界
に
も
認
め
ら
れ
て
ア
ニ

メ
や
コ
ス
プ
レ
や
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
で
世
界
に
飛
び
立
つ

人
も
い
ま
す
。
問
題
は
一
過
性

の
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
り
す
る
と

こ
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
最
近
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
組
ん
で
ス

ク
ー
ル
事
業
で
大
成
功
し
て
い

る
若
者
や
カ
ー
ネ
ギ
ー
か
ら
一

人
生
が
二
度
あ
れ
ば

78

足
飛
び
に
世
界
で
配
信
し
て
チ

ャ
ー
ト
ラ
ン
ク
が
上
位
の
人
や

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
出
演
を
き
っ
か
け
に
出

て
き
ま
し
た
。
日
本
は
ま
だ
そ

の
道
の
プ
ロ
の
世
界
で
は
な
か

な
か
家
元
制
度
や
徒
弟
制
度
の

日
本
独
特
の
免
許
皆
伝
の
精
神

と
し
が
ら
み
が
あ
り
ま
す
。
コ

レ
を
打
ち
破
る
の
は
中
々
難
し

い
で
す
ね
。
そ
れ
は
地
方
の
祭

り
文
化
や
踊
り
文
化
も
い
き
な

り
世
界
に
持
ち
出
す
の
も
難
し

い
で
す
。
よ
し
ん
ば
芸
能
界
で

も
各
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で

の
先
輩
後
輩
の
序
列
や
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
自
体
の
方
針
も
あ
り

出
た
い
方
が
い
き
な
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
の
も
厳
し
い
世
界
で

す
。
で
も
そ
れ
が
日
本
の
カ
ル

チ
ャ
ー
文
化
な
の
だ
と
割
り
切

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
私
が

静
岡
の
生
産
農
家
で
胡
蝶
蘭
や

バ
ラ
農
園
か
ら
産
直
Ｂ
級
品
を

中
心
に
結
婚
式
場
に
届
け
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
そ
れ
を
作

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
り
芸

能
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
直
接

声
掛
け
て
コ
チ
ラ
が
選
ぶ
や
り

方
は
関
係
者
か
ら
業
界
の
掟
破

り
と
か
業
界
の
地
雷
を
踏
む
と

散
々
言
わ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
今
は
時
代
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
本
人
が
配
信
し
た
り

産
地
農
家
か
ら
仕
入
れ
る
の
も

当
た
り
前
と
言
う
時
代
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
全
部
が

そ
う
か
と
言
う
と
そ
う
で
も
な

く
て
半
々
の
2
極
化
し
て
い
る

気
は
し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
誰
も
が
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
意

欲
的
な
人
に
は
や
り
甲
斐
の
あ

る
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
で

す
。
私
も
佐
賀
県
は
唐
津
に
生

ま
れ
て
ア
ジ
ア
と
向
き
合
う
ま

さ
に
唐
（
中
国
）
へ
の
津
（
港
）

で
す
。
欧
米
に
出
て
こ
れ
た
の

は
50
歳
を
過
ぎ
て
の
こ
と
で
し

た
。
ハ
ワ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
20
年
間
を
要
し
て
カ
ー
ネ
ギ

ー
や
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
は
15
年

間
を
要
し
た
訳
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
70
歳
代
80
歳
で
何
を
成
し

て
行
く
か
の
世
の
中
に
風
穴
あ

け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
人
生

が
2
度
あ
れ
ば
と
思
う
も
そ
れ

で
も
こ
の
道
を
選
択
し
た
で
し

ょ
う
ね
。

（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

　

自
身
が
司
会
を
務
め
る
ラ
ジ

オ
番
組
『Late Set

』
で
ジ
ャ

ズ
評
論
家
ネ
イ
ト
・
チ
ネ
ン
が

先
日
、
注
目
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
英
出
身
の
ド
ラ
マ
ー
、
ト

ム
・
ス
キ
ナ
ー
の
名
を
あ
げ
て

い
た
。
３
年
前
に
解
散
し
た
英

バ
ン
ド
、
サ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ケ

メ
ッ
ト
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
、

ソ
ロ
に
な
っ
て
か
ら
グ
ル
ー
プ

を
率
い
る
の
と
並
行
し
、ト
ム
・

ヨ
ー
ク
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
グ
リ
ー

観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
た
。

　

そ
の
と
き
ふ
と
、
同
じ
ジ
ャ

ズ
で
あ
り
な
が
ら
、
米
英
に
は

根
源
的
な
差
異
が
あ
り
、
そ
れ

が
違
い
を
生
む
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
。
ブ
ル
ー
ス
が
ル
ー

ツ
の
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
ズ
に
対
し
て
、

Ｕ
Ｋ
ジ
ャ
ズ
の
方
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
あ
る
い
は
ロ
ッ
ク
的
な
響

き
も
感
じ
る
。
さ
ら
に
、
前
者

が
魂
か
ら
発
す
る
の
が
米
ジ
ャ

ズ
な
ら
、
後
者
は
皮
膚
感
覚
の

演
奏
を
醸
し
出
す
よ
う
な
気
が

し
た
。

　

ア
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
な
る
分
類

が
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、

70
年
代
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
、

ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
が
先
導
し
た
ア

ー
ト
・
ロ
ッ
ク
の
シ
ー
ン
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
そ
こ
に
、
Ｕ

Ｋ
ジ
ャ
ズ
と
い
う
新
潮
流
を
も

受
け
入
れ
る
、
ジ
ャ
ズ
の
寛
容

さ
を
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。（
に

い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、
作
家
）

ト
ム
・
ス
キ
ナ
ー

新元良一　No.10
ン
ウ
ッ
ド
と
レ
イ
デ
ィ
オ
・
ヘ

ッ
ド
の
２
人
と
組
む
ユ
ニ
ッ

ト
、
ザ
・
ス
マ
イ
ル
の
活
動
も

行
う
人
物
だ
。

　

自
分
が
信
頼
す
る
評
論
家

の‘

推
し’

の
ジ
ャ
ズ
マ
ン
が
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
自
宅
か
ら
歩

け
る
距
離
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
に
出

演
と
な
れ
ば
見
逃
す
手
は
な

い
。
サ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ケ
メ
ッ

ト
も
含
め
、
若
い
リ
ス
ナ
ー
に

人
気
の
英
国
発
の
Ｕ
Ｋ
ジ
ャ
ズ

は
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
10
月
半
ば
ス
キ
ナ
ー
の
ス

テ
ー
ジ
に
出
か
け
た
。

　

ま
ず
思
っ
た
の
は
、
バ
ン
ド

の
編
成
だ
。
ス
キ
ナ
ー
を
中
央

に
、
右
に
ア
ル
ト
と
テ
ナ
ー
の

サ
ッ
ク
ス
の
２
人
、
左
に
ベ
ー

ス
、
そ
し
て
チ
ェ
ロ
奏
者
。
後

半
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
と
思
し
き

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
も
加
わ
り
、
多

層
的
な
斬
新
性
の
あ
る
音
色
が

迫
っ
て
く
る
。

　

グ
ル
ー
ヴ
は
間
違
い
な
く
あ

る
、
演
奏
に
合
わ
せ
身
体
も
自

然
と
動
く
。
だ
が
、
普
段
か
ら

ラ
イ
ブ
に
接
す
る
Ｕ
Ｓ
（
米
）

ジ
ャ
ズ
と
ど
こ
か
違
う
。
刻
む

と
言
う
よ
り
、
リ
ズ
ム
を“

切

る”

ス
キ
ナ
ー
の
ド
ラ
ム
が
繰

り
出
す
音
楽
に
、
50
人
ほ
ど
の

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
tel:9176780297
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:hello@libret.com
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （44）

　

高
市
早
苗
首
相
は
国
会
で
、

い
わ
ゆ
る
台
湾
有
事
で
、（
中

国
が
）「
戦
艦
を
使
っ
て
武
力

の
行
使
も
伴
う
も
の
で
あ
れ

ば
、『
存
立
危
機
事
態
』
に
な

り
得
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
が
直
接
攻
撃
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、
友
好
国

が
攻
撃
を
受
け
、
政
府
が
存
立

危
機
事
態
と
認
定
す
れ
ば
、
自

衛
隊
が
海
外
で
武
力
行
使
を
行

え
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

台
湾
を
国
の
一
部
と
す
る
中

国
は
、
内
政
干
渉
と
し
て
猛
反

発
し
、レ
ア
ア
ー
ス
輸
出
規
制
、

日
本
産
水
産
物
の
輸
入
停
止
、

日
本
へ
の
渡
航
制
限
な
ど
の
強

硬
策
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
晋
三
首
相
を
含
む
歴
代

首
相
は
、
何
が
存
立
危
機
事
態

に
あ
た
る
か
を
明
言
せ
ぬ
曖
昧

戦
略
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

米
国
も
台
湾
に
関
す
る
曖
昧

戦
略
を
取
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
、今
年
2
月「
米

国
は
中
国
の
台
湾
へ
の
武
力
制

圧
を
許
す
の
か
」
と
の
質
問
に

対
し
「
コ
メ
ン
ト
し
な
い
。
そ

の
立
場
に
自
分
を
置
き
た
く
な

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
に
電
話
会
談
し
た

習
近
平
国
家
主
席
が
「
中
国
と

米
国
は
肩
を
並
べ
て
フ
ァ
シ
ズ

ム
と
軍
国
主
義
と
戦
っ
た
」
と

述
べ
た
の
に
対
し
、
大
統
領
は

「
中
国
に
と
っ
て
の
台
湾
問
題

の
重
要
性
を
米
国
は
理
解
し
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

米
国
の
尖
閣
諸
島
に
対
す
る

対
応
も
二
面
的
で
す
。
日
本
の

施
政
権
は
認
め
る
一
方
で
、
日

本
の
領
有
権
（
主
権
）
は
認
め

な
い
と
い
う
使
い
分
け
で
、
中

国
に
も
一
定
の
配
慮
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

米
国
と
沖
縄
と
の
特
別
な
関

係
は
ペ
リ
ー
提
督
に
始
ま
り
ま

す
。
彼
は
１
８
５
３
年
に
黒
船

で
日
本
開
国
を
迫
る
前
に
沖
縄

に
立
ち
寄
り
、
琉
球
王
国
と
国

交
を
樹
立
し
ま
し
た
。
第
2
次

大
戦
後
も
１
９
７
２
年
の
日
本

へ
の
返
還
ま
で
は
、
米
国
が
施

政
権
を
保
持
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
米
国
の
台
湾
、
沖

縄
、
尖
閣
な
ど
に
対
す
る
曖
昧

戦
略
は
、
外
交
の
知
恵
で
あ
る

一
方
で
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
の

分
断
構
造
を
支
え
て
き
た
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
ト
ラ
ン
プ
現
政
権
は

米
国
本
土
へ
の
攻
撃
能
力
を
持

つ
ロ
シ
ア
、
中
国
、
北
朝
鮮
と

の
関
係
維
持
も
重
視
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
、
注
視
が
必
要
で

す
。
万
が
一
台
湾
を
巡
り
米
国

と
中
国
が
戦
う
場
合
、
米
軍
基

地
は
台
湾
に
は
な
く
日
本
に
あ

る
と
い
う
事
実
も
重
要
で
す
。

　

今
回
の
日
中
対
立
を
、
東
ア

ジ
ア
の
分
断
構
造
に
代
わ
る
新

体
制
作
り
へ
の
好
機
と
し
た
い

も
の
で
す
。
鉄
と
石
炭
を
9
か

国
が
共
同
管
理
し
て
独
仏
両
国

が
「
戦
争
で
き
な
い
仕
組
み
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
欧
州
石
炭

鉄
鋼
共
同
体
が
今
日
の
Ｅ
Ｕ
の

原
点
で
す
。東
ア
ジ
ア
で
も「
戦

争
で
き
な
い
仕
組
み
」
を
目
指

す
時
で
す
。
独
仏
両
国
と
も
に

譲
り
合
っ
た
歴
史
に
学
び
な
が

ら
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問

題
学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー

（
英
国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ

Ｒ
Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助

け
る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助

活
動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務

副
大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、

等
を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ

日
本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特

別
客
員
教
授
も
兼
任
。

米
国
の
台
湾
、
沖
縄
、
尖
閣
に

対
す
る
曖
昧
戦
略

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
２
０
２
５

年
度
秋
の
合
同
県
人
会
が
20
日

夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
開
催
さ
れ
、
15

道
県
と
団
体
合
わ
せ
17
団
体
か

ら
33
人
が
参
加
し
た
。
同
会
は

こ
れ
ま
で
県
人
会
の
代
表
が
集

ま
る
会
合
だ
っ
た
が
、「
今
回

か
ら
は
各
団
体
の
活
性
化
を
考

え
て
代
表
者
だ
け
で
な
く
、
次

世
代
を
担
う
若
手
ス
タ
ッ
フ
に

も
声
が
け
を
行
い
、
新
た
に
執

合
同
県
人
会

若
返
り
作
戦

馬
車
廃
止
ラ
イ
ダ
ー
ズ
法

承
認
な
ら
ず
存
続
営
業
へ

行
部
を
作
っ
て
各
県
人
会
の
会

員
メ
ン
バ
ー
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
た
」
と
幹
事
の
木
下
信
義

さ
ん
は
話
す
。
当
日
は
お
茶
の

景
品
が
当
た
る
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ

ー
ム
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

参
加
し
た
の
は
北
海
道
、
青

森
、
岩
手
、
茨
城
、
群
馬
、
埼

玉
、
石
川
、
和
歌
山
、
鳥
取
、

岡
山
、
広
島
、
徳
島
、
香
川
、

長
崎
、
鹿
児
島
と
そ
の
ほ
か
の

団
体
（
奄
美
会
、
地
球
）
な
ど

合
計
17
団
体
。
自
治
体
国
際

化
協
会
（
ク
レ
ア
）、
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
レ
ー
ド
実
行
委
員
会
、

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
夏
祭
り
運

営
関
係
者
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
同
窓
会
ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
参

加
し
、
お
馴
染
み
の
年
配
諸
氏

と
若
い
人
た
ち
が
食
事
や
日
本

酒
を
か
わ
し
な
が
ら
意
見
交
換

し
、
和
気
藹
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
、交
流
会
を
楽
し
ん
だ
。

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
の
保
健
衛
生
委

員
会
は
14
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・

パ
ー
ク
の
周
遊
馬
車
を
廃
止
す

る
法
案
を
否
決
し
た
。
同
「
ラ

イ
ダ
ー
ズ
法
」
は
、
２
０
２
２

年
に
９
番
街
で
炎
天
下
で
倒
れ

て
死
亡
し
た
高
齢
の
馬
車
馬

「
ラ
イ
ダ
ー
」
に
因
ん
で
名
付

け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
動
物
保

護
法
律
基
金
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｆ
）
を

は
じ
め
と
す
る
擁
護
団
体
が
同

市
に
馬
車
廃
止
を
訴
え
、
ク
イ

ー
ン
ズ
選
出
の
ロ
バ
ー
ト
・
ホ

ー
ル
デ
ン
同
市
議
会
議
員
が
代

表
と
な
り
、
26
年
６
月
ま
で
に

馬
車
営
業
を
完
全
に
廃
止
し
、

電
動
の
代
替
車
を
導
入
す
る
こ

と
を
目
指
し
同
法
案
を
提
出
し

た
。

　

し
か
し
１
６
７
年
の
歴
史
あ

る
同
産
業
の
廃
止
に
対
し
て

は
、
約
３
０
０
人
、
特
に
移
民

17道県33人が集合

と
し
て
家
族
を
養
う
運
転
手
た

ち
が
職
を
失
う
こ
と
に
な
る
た

め
組
合
側
の
反
対
の
声
が
高
ま

っ
て
い
た
。

　

否
決
の
結
果
を
受
け
た
ホ
ー

ル
デ
ン
同
議
員
は
「
75
％
以
上

の
市
民
が
廃
止
を
求
め
て
い
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
も
民
主

主
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
結
果
だ
」

と
話
し
て
い
る
。
同
産
業
の
組

合
員
が
加
盟
す
る
交
通
運
輸
労

組
（
Ｔ
Ｗ
Ｕ
）
の
ジ
ョ
ン
・
セ

ム
エ
ル
セ
ン
会
長
は
「
特
に
移

民
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
を
支

持
し
て
く
れ
た
市
議
会
議
員
た

ち
に
感
謝
す
る
。
彼
ら
は
懸
命

に
働
い
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
動
物
福
祉
に
無
知
な
裕
福

層
に
非
難
さ
れ
中
傷
さ
れ
て
い

る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

国
連
女
性
ギ
ル
ド
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｇ
）
主
催
の
国
際
ホ
リ
デ
ー
バ

ザ
ー
ル
が
12
月
４
日
（
木
）
午

前
11
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
、
国
連
本
部
の
ロ
ビ
ー

で
行
わ
れ
る
。
当
日
は
手
作
り

の
ク
ラ
フ
ト
や
グ
ッ
ズ
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
＆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
国

際
色
豊
か
な
食
べ
物
な
ど
が
販

売
さ
れ
る
ほ
か
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
ウ
ク
レ
レ
奏
者
の
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｉ
さ
ん
に
よ
る
10
点
以
上
の

絵
画
作
品
展
示
と
15
分
程
度
の

演
奏
が
行
わ
れ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｇ

は
、
世
界
の
困
難
な
状
況
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た

め
、
１
９
４
８
年
に
設
立
。
貧

困
、
孤
児
、
障
害
を
抱
え
る
こ

ど
も
た
ち
に
避
難
所
、
教
育
、

医
療
を
提
供
す
る
慈
善
団
体
へ

資
金
を
届
け
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｉ
さ
ん
は
２
つ
の
絵
を
ラ
ッ

フ
ル
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
贈
呈
す

る
。
今
回
の
国
連
本
部
で
の
展

示
は
、
ア
ネ
ッ
ト
・
ハ
イ
ラ
ペ

テ
ィ
ア
ン
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｇ
会
長
か
ら

の
直
々
の
依
頼
に
よ
っ
て
実
現

し
た
。
ラ
ッ
フ
ル
の
チ
ケ
ッ
ト

は
５
ド
ル
。
詳
細
は
国
連
女

性
ギ
ル
ド
の
サ
イ
トhttps://

www.unwg.org/events

を

参
照
す
る
。

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
絵

国
連
本
部
で
展
示

じゃんけんゲームで盛り上がる会場
　
　
　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
さ
ん
（
左
）
と
ア
ネ
ッ
ト
会
長

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.unwg.org/events
https://www.unwg.org/events
https://www.unwg.org/events
https://www.unwg.org/events
https://www.unwg.org/events
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源
吉
兆
庵
で
展
示

職
人
が
作
る
芸
術

工芸菓子ＮＹ五番街にや
っ
て
来
た

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

　

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い

る
ヒ
ー
ロ
ー
「
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
」。
同
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
す

る
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、

シ
リ
ー
ズ
放
送
開
始
60
周
年
を

記
念
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

全
米
で
展
開
中
。
そ
の
一
環
で

18
日
夜
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
も
特
別

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
も
人
気
が
あ
る

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
無
料
イ
ベ
ン

ト
と
あ
っ
て
告
知
後
す
ぐ
に
申

し
込
み
が
殺
到
し
た
同
イ
ベ
ン

ト
。
当
日
会
場
で
は
、
バ
ル
タ

ン
星
人
、
メ
ト
ロ
ン
星
人
、
ダ

ダ
ら
人
気
の
宇
宙
人
が
来
場
客

を
出
迎
え
記
念
撮
影
に
応
じ

た
。
満
席
の
シ
ア
タ
ー
で
は
ま

ず
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ

の
原
点
で
１
９
６
６
年
に
放
送

さ
れ
た
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
（
初

代
）」
の
英
語
吹
き
替
え
版
１

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
今
月
28
日
に

ア
メ
リ
カ
の
9
つ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
同
時
配
信
が
開
始

さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
オ
メ
ガ
」
の
英
語

吹
き
替
え
版
第
１
話
が
上
映
さ

れ
た
。
来
場
客
は
60
年
の
間
に

著
し
く
進
歩
し
た
映
像
技
術
に

驚
く
と
と
も
に
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
が
怪
獣
と
戦
う
姿
に
熱
い
声

援
を
送
っ
た
。

　

続
い
て
、
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
が

ス
タ
ー
ト
。
ラ
イ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン
と
映
像
を
上
手
く
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な
シ

ョ
ー
で
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
一

挙
手
一
投
足
に
、
大
人
も
子
ど

も
も
大
熱
狂
。
会
場
が
ひ
と
つ

に
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
最
後
に
シ
ア
タ
ー
の
出
口

で
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
３
人
が
観
客

一
人
一
人
と
握
手
や
ハ
イ
タ
ッ

チ
で
見
送
っ
て
く
れ
る
粋
な
演

出
と
、お
土
産
ま
で
配
布
さ
れ
、

来
場
客
は
皆
、
満
足
な
表
情
で

帰
路
に
つ
い
た
。

ジャパン・ソサエティーで
ニューヨーカーも大興奮

　

和
菓
子
の
源
吉
兆
庵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
五
番
街
店
で
現
在
、
工

芸
菓
子
「
花
美
麗
鳥
（
か
び
れ

い
ち
ょ
う
）」
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、買
い
物
客
だ
け
で
な
く
、

フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ウ
か
ら
も

街
行
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
、
今
年
５
月
に

日
本
で
開
催
さ
れ
た
「
第
28
回

全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
北
海
道

あ
さ
ひ
か
わ
菓
子
博
」
で
最
高

賞
で
あ
る
名
誉
総
裁
賞
を
受
賞

し
た
も
の
で
、そ
の
名
の
通
り
、

花
々
に
囲
ま
れ
た
麗
し
き
鳥
の

姿
を
表
現
し
て
い
る
。

　

工
芸
菓
子
作
り
20
年
の
ベ
テ

ラ
ン
で
同
社
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
横
田
幸
久
さ
ん
が
来

米
し
、
厳
重
に
梱
包
さ
れ
た
箱

か
ら
菓
子
で
作
ら
れ
た
花
一
輪

ず
つ
を
慎
重
に
取
り
出
し
て
飾

り
付
け
た
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
て

嬉
し
い
で
す
」
と
話
す
。
展
示

は
来
年
１
月
末
ま
で
。

　

石
川
県
か
ら
音
楽
、
囲
碁
、

書
道
を
紹
介
す
る
文
化
イ
ベ
ン

ト
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
パ
ン
」
が
22
日
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
で
開
催
さ
れ
、
東
京
藝
大
卒

の
３
人
組
ユ
ニ
ッ
トRhyZoo

（
リ
ズ
ー
）
の
演
奏
で
会
場
が

沸
い
た
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
の
加
藤
光
貴
、

宮
川
清
一
郎
、
サ
ポ
ー
ト
メ
ン

バ
ー
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
・

杉
本
望
海
（
Ｎ
Ｙ
在
住
）
が
ビ

バ
ル
デ
ィ
の
夏
、
ハ
ン
ガ
リ
ア

ン
ダ
ン
ス
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ

ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
な
ど
７
曲
を
演

奏
し
た
。

　

そ
の
後
、
囲
碁
サ
ロ
ン
石
心

席
主
の
佃
優
子
に
よ
る
囲
碁
将

棋
の
紹
介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
金
沢
市
在
住
の
書
道
家
・

宇
多
青
莎
に
よ
る
大
筆
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
石
田
寛

人
全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
会

長
も
来
米
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
ら
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。

時
か
ら
７
時
30
分
ま
で
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ザ
・
レ
ッ
ド

パ
ビ
リ
オ
ン
（
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
街
１
２
４
１
番
地
、www.

theredpavilion.com

）
で
開

催
さ
れ
る
。
１
９
８
０
年
代
の

東
京
の
き
ら
め
く
ソ
ウ
ル
フ
ル

な
サ
ウ
ン
ド
を
鮮
や
か
に
蘇
ら

せ
、
洗
練
さ
れ
た
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
、
フ
ァ
ン
キ
ー
な
ベ
ー
ス

ラ
イ
ン
、
情
熱
的
な
ギ
タ
ー
そ

し
て
4
人
の
女
性
ボ
ー
カ
ル
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
豊
か
な
メ
ロ

デ
ィ
で
日
本
の
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
黄
金
期
を
彩
っ
た
懐
か

し
い
グ
ル
ー
ヴ
に
浸
る
夜
と
な

る
こ
と
請
け
合
い
。

　

出
演
は
青
木
ア
キ
コ
、
青
木

マ
リ
イ
、
河
崎
裕
子
、
田
井
中

ち
ひ
ろ
（
ボ
ー
カ
ル
）、
ク
ニ

三
上
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、
小
川

ト
モ
ヤ
（
ギ
タ
ー
）、
三
上
麟

太
郎
（
ド
ラ
ム
ス
）、
Ｍ
Ｊ
カ

ン
グ
（
ベ
ー
ス
）。
交
通
の
便

は
、
地
下
鉄
Ｌ
ト
レ
イ
ン
で
ジ

ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
通
り
駅
下
車

徒
歩
3
分
。
入
場
料
18
ド
ル

か
ら
。（
予
約
・
詳
細　

www.
viewcy.com/event/tokyo_
downtown_city_5 

）。

　

シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
の
ラ
イ
ブ

「TOKYO DOW
NTOW

N

」

が
12
月
27
日 

（
土
）
午
後
６

石川県から Rhy Zoo が来米公演

 

80
年
代
東
京
の
夜

ラ
イ
ブ
公
演
開
催

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.fivelightscenter.com/
http://www.theredpavilion.com
http://www.theredpavilion.com
http://www.theredpavilion.com
www.viewcy.com/event/tokyo_downtown_city_5
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「
今
日
はForm 1099

に

つ
い
て
続
き
を
教
え
て
く
れ
ん

か
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣
（
た

て
が
み
）
は
お
も
む
ろ
に
会
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉

（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
）
に
聞

い
た
。

　
「
は
い
、
承
知
し
ま
し
た
。

以
前
の
説
明
の
続
き
で
す
の

で
、Form 1099-DIV

か
ら

い
き
ま
し
ょ
う
。」「Form-

DIV

は
確
か
、
配
当
金
支
払

い
の
報
告
書
だ
よ
な
？
」「
は

い
、
そ
う
で
す
。
10
ド
ル
以

上
の
配
当
に
関
し
て
はForm 

1099-DIV

を
発
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
清

算
配
当
に
関
し
て
は
６
０
０
ド

ル
以
上
か
ら
報
告
が
必
要
で

す
」「
い
つ
ま
で
に
報
告
が
必

要
じ
ゃ
？
」「
受
取
人
に
は
１

月
31
日
ま
で
で
す
。
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ

 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ　

１
０
９
９
に
つ
い
て 

続
編

の
申
告
期
限
は
紙
の
場
合
に
は

２
月
28
日
で
電
子
申
告
の
場
合

に
は
３
月
31
日
で
す
」「Form 
1099-DIV

の
作
成
で
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
点
は
あ

る
か
？
」「
は
い
、Qualifi ed 

Dividend

（
適
格
配
当
）
の

記
載
間
違
い
、Capital gain 

distribution

の
記
載
間
違
い
、

非
課
税
配
当
を
課
税
扱
い
に
し

て
し
ま
う
ミ
ス
、
カ
ス
ト
デ
ィ

ア
ン
と
フ
ァ
ン
ド
会
社
で
の
配

当
の
二
重
計
上
を
し
て
し
ま
う

ミ
ス
や
外
国
源
泉
収
入
の
ミ
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
」「
ほ
う
、

結
構
難
し
い
ん
じ
ゃ
の
う
。
そ

れ
じ
ゃ
次
にForm 1099-R

を
教
え
て
く
れ
」「Form 

1099-R

は
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
ア

ニ
ュ
イ
テ
ィ
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
や
リ
タ

イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
か
ら
の
分

配
金
を
報
告
し
ま
す
。
分
配
金

は
全
額
分
配
金
、部
分
分
配
金
、

ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
や
コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
報
告
さ
れ
ま
す
」「
期

日
は
い
つ
じ
ゃ
？
」「
受
取
人

に
は
１
月
31
日
ま
で
で
す
。
Ｉ

Ｒ
Ｓ
に
は
紙
の
場
合
に
は
２
月

28
日
ま
で
、
電
子
申
告
の
場
合

に
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
」

　
「
そ
う
か
、
で
は
次
にForm 

1099-NEC

に
つ
い
て
教
え
て

く
れ
」「
は
い
、
こ
れ
は
従
業

員
以
外
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
支
払

い
ま
た
は
自
分
の
顧
問
弁
護
士

へ
の
報
酬
を
支
払
っ
た
場
合
に

発
行
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
５
年

ま
で
は
６
０
０
ド
ル
以
上
で
報

告
が
必
要
で
す
が
、
２
０
２
６

年
か
ら
は
２
０
０
０
ド
ル
以
上

の
支
払
い
が
報
告
対
象
と
な
り

ま
す
」「
報
告
の
期
日
は
い
つ

じ
ゃ
？
」「
受
取
人
は
１
月
31

日
で
す
。
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
も
同
じ
く

１
月
31
日
ま
で
で
す
」「
作
成

で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

ん
点
は
な
ん
じ
ゃ
？
」「Form 

1099-MISC

やW
-2

で

報

告
す
る
べ
き
支
払
い
をForm 

1099-NEC

に
記
載
し
て
し
ま

う
ミ
ス
、
個
人
の
経
費
の
精
算

費
用
を
計
上
し
て
し
ま
う
ミ

ス
、
フ
ォ
ー
ム
の
発
行
自
体
を

し
忘
れ
る
ミ
ス
な
ど
で
す
」「
こ

れ
も
結
構
あ
る
の
う
。
次
に

Form 1099-B

は
ど
う
じ
ゃ
」

「Form 1099-B

は
株
、
債
券
、

ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
フ
ァ
ン
ド
や

そ
の
他
の
証
券
の
売
却
収
入
が

報
告
さ
れ
ま
す
。
フ
ォ
ー
ム
に

は
売
却
額
の
総
額
と
取
得
価
額

お
よ
び
売
却
に
よ
る
ゲ
イ
ン
や

ロ
ス
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
キ
ャ

ピ
タ
ル
資
産
の
売
却
の
追
跡
を

可
能
に
し
、Schedule D

の

作
成
の
た
め
に
必
須
な
資
料
で

す
」「
重
要
な
資
料
だ
な
。
期

日
は
い
つ
じ
ゃ
？
」「
受
取
人

は
１
月
31
日
ま
で
で
す
。
Ｉ
Ｒ

Ｓ
に
は
紙
の
場
合
に
は
２
月
28

日
ま
で
、
電
子
申
告
の
場
合
に

は
３
月
31
日
で
す
」「
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
な

ん
じ
ゃ
？
」「
間
違
っ
た
取
得

価
額
の
計
上
や
保
有
期
間
の
誤

計
上
、W

ash sales
（
30
日
以

内
の
短
期
売
買
）の
申
告
漏
れ
、

複
数
の
異
な
る
取
引
を
ま
と
め

て
報
告
し
て
し
ま
う
こ
と
や

Noncovered security

を
間

違
え
て
報
告
し
た
り
、
バ
ー
タ

ー
取
引
の
収
益
の
計
上
を
漏
れ

て
し
ま
う
な
ど
で
す
」「
こ
れ

も
結
構
あ
る
な
。
次
はForm 

1099-K

は
ど
う
じ
ゃ
？
気
を

付
け
る
点
は
何
じ
ゃ
？
」「
発

行
者
はVISA

やMaster

な

ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と

PayPal

やVenmo

な
ど
の
第

三
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
受

取
人
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
取

引
し
て
い
る 

個
人
や
会
社
で

す
。
家
族
や
友
人
か
ら
の
受
け

取
っ
た
金
額
は
報
告
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
レ
ポ
ー
ト
の
基
準

は
２
０
２
５
年
と
２
０
２
６
年

と
も
に
２
万
ド
ル
以
上
か
つ

２
０
０
回
以
上
の
取
引
で
す
」

「
期
日
は
い
つ
じ
ゃ
？
」「
受
取

人
が
１
月
31
日
で
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ
は

紙
の
場
合
が
２
月
28
日
、
電
子

申
告
が
３
月
31
日
で
す
」「
よ

く
わ
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP
）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
松
井
透
会

頭
）
は
19
日
夜
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ジ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
劇
場
で

第
41
回
年
次
晩
餐
会
を
開
催

し
、
日
米
経
済
界
か
ら
６
０
０

人
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
の
イ
ー
グ
ル
・
オ
ン
・

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
受
賞
者
は
、
オ

ー
ド
リ
ー
・
ヤ
マ
モ
ト
米
日
協

会
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
で
全
米
女
子
オ
ー
プ
ン

で
2
度
優
勝
し
た
ユ
カ
・
サ
ソ

さ
ん
に
贈
ら
れ
た
。
記
念
受
賞

者
に
は
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
・

ジ
ュ
ニ
ア
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

名
誉
教
授
に
贈
ら
れ
た
。
同
氏

は
、
近
著
に
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
力
』『
権
力
の
未
来
』『
大

統
領
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ア
メ

リ
カ
時
代
の
創
造
』『
ア
メ
リ

カ
世
紀
は
終
わ
っ
た
の
か
』
が

あ
る
。
国
務
次
官
補
（
安
全
保

障
支
援
・
科
学
技
術
担
当
）
を

歴
任
し
た
。
ア
メ
リ
カ
芸
術
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
。

　

特
別
賞
受
賞
者
生
涯
功
績

賞
は
、
ダ
ニ
ー
・
ウ
ェ
グ
マ

ン
・
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
・
フ
ー

ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
社
会
長
に
贈

ら
れ
た
。
ウ
ェ
グ
マ
ン
氏
は

１
９
７
６
年
に
3
代
目
の
社
長

に
就
任
し
、
２
０
０
５
年
に
最

高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と

な
り
、
現
在
は
会
長
を
務
め
て

い
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
グ
マ
ン

ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
慈
善
財
団
の

理
事
会
も
率
い
て
い
る
。
ウ
ェ

グ
マ
ン
の
日
本
料
理
と
文
化
へ

の
敬
意
は
、
同
社
の
日
本
食
品

部
門
の
拡
大
と
、
日
本
市
場
に

お
け
る
同
社
の
成
功
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
１
９
１
６
年

に
創
業
し
た
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
は

現
在
、
１
１
４
店
舗
を
運
営
し

５
万
４
０
０
０
人
以
上
を
雇
用

し
て
い
る
。
同
社
は
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
誌
の
「
働
き
が
い
の
あ
る

企
業
ト
ッ
プ
１
０
０
」
に
28
年

連
続
で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
今

年
の
デ
ィ
ナ
ー
チ
ェ
ア
は
ダ
イ

キ
ン
Ｕ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
植
村
義
之
社
長
が
務
め
た
。

第
41
回
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
晩
餐
会

日
米
経
済
界
か
ら
６
０
０
人

　
「
冬
の
味
覚
の
風
物
詩
」
と

も
い
え
る
ト
ラ
フ
グ
が
11
月
20

日
に
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
下
関

か
ら
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

国
際
空
港
に
到
着
し
た
。
米
食

品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
検
査

官
立
ち
会
い
の
下
、
輸
入
が
許

可
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
フ
グ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

日
本
の
創
業
者
、
故
倉
岡
伸
欣

さ
ん
の
尽
力
に
よ
り
Ｆ
Ｄ
Ａ
と

日
本
の
厚
生
労
働
省
の
合
意
の

下
、
１
９
８
９
年
に
輸
入
が
許

可
さ
れ
、
今
年
で
36
年
目
に
な

る
。
輸
入
は
11
月
か
ら
３
月
の

シ
ー
ズ
ン
３
回
の
み
。
購
入
す

る
に
は
フ
グ
バ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
員
に
な

る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
と
Ｗ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
Ｎ
Ｙ
市
外
で
は
４
店
舗

が
購
入
。
次
回
輸
入
は
１
月
下

旬
を
予
定
。
そ
の
時
期
は
フ
グ

の
白
子
も
購
入
が
可
能
。
詳
細

はinfo@restaurantnippon.
com

トラフグが入荷
NY冬の味覚スタート

　

Ｊ
Ｆ
Ｋ
で
検
査
官
（
中
央
）
か
ら
ト
ラ
フ
グ
を
受
け
取
る

佐
藤
清
江
総
支
配
人
（
右
）
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
コ
ー
さ
ん

Andrew Levine Photography / website: andrewlevine.com  

https://giip-global.com/ja/
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
mailto:info@restaurantnippon.com


こどものくに幼稚園
♪夢をのせていま世界へ♪ 異文化に暮らす幼児の健全な発育に欠かせない母国

語の重要性は、意外と知られていないのが現状です。本
園は心、知、体そして社会性をバランス良く発達させる
ために理想的な保育環境を追求して50年の実績を誇
ります。研究を重ねたプログラムと献身的な教師陣が、
世界にはばたく日本人を育むお手伝いをします。子ども
たちの目の輝きが違います。ぜひ一度ご見学下さい。

途中入園についてのお問い合わせ、また園見学ご希望
の場合は園にご連絡ください。

資料請求先： Tel: 914-949-0067
 Fax: 914-949-0247

252 Soundview Avenue
White Plains, NY 10606

E-mail: kk@kodomony.org                             URL: www.kodomony.org

5050年年のの
実績実績
50年の
実績

（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）11月 29日（土）

　あっという間に師走。年末年始は恐ろしいス
ピードでやって来る。今号では 12 月にウエスト
チェスターで開催されるホリデーマーケットを
ご紹介。家族や友人へのプレゼントに、1 年間頑
張った自分へのご褒美に、素敵な一品を探しに
行こう。

■ミュージックホール・ホリデーマーケット
　毎年恒例タリータウン・ミュージックホール
で開催されるマーケットでは、地元の職人によ
る厳選された品々を展示即売する。ニットウェ
ア、ジュエリー、レザーグッズ、スウェットア
イテムなどのショップを眺めながら、特製ホリ
デードリンクとバラエティ豊かなフードブース

を楽しもう。ミュージックホールなの
で、もちろんライブミュージックの演
奏も。入場無料。会期は12月２日（火）
と３日（水）の２日間、12：00 ～
20：00。会場：Tarrytown Music Hall 
(13 Main St. Tarrytown)
https ://tarry townmusichal l .org/
holiday-market/

■ベッドフォードヒルズ・ホリデーマ
ーケット
　グランドセントラル駅からメトロノ
ースのハーレムラインで約１時間 10
分、ベッドフォード・ヒルズ駅前で開

催されるホリデーマーケット。木工品、ジュエ
リー、陶器など職人技の商品、ライブミュージ
ックやフードトラック、そしてサンタクロース
との記念撮影など、盛りだくさんの内容でホリ
デー気分を盛り上げる。毎年恒例の午後５時か
ら始まるツリーの点灯式もお見逃しなく。駅近
なのでシティからも行きやすい。滅多に乗らな
い電車に乗って遠足気分で出かけるのも楽しい。
会期は 12 月６日（土）の１日限り、13：00 ～
18：00。会場：46 Depot Plaza, Bedford Hills
https://bedfordny.gov/CivicAlerts.aspx?AID=400

■ホリデー・クラフトフェア
　ホワイトプレーンズ高校ＰＴＡが主催するク
ラフトフェアで、今年で 33 周年を迎える。会場
には手作りのクラフト、ギフト、地元産のジュ
エリー、ハンドバッグ、スキンケア製品、ホリ
デーオーナメントやリースなど、75 以上の出展
者が参加する。入場・駐車料金無料。会期は 12
月 13 日（土）１日限り、10：00 ～ 16：00。
会 場：White Plains High  School (550 North St. 
White Plains)　
h t t p s : / / s i t e s . g o o g l e . c o m / s i t e /
wphscraftsfair?pli=1

■ホワイトプレーンズ・ホリデー・マーケット
　こちらはダウンタウンホワイトプレーンズ主
催によるマーケット。会場には郡内各地から 35
以上の出店者が集まり、衣料品、キャンドル、
アート、ジュエリーから食品や飲料まで、幅広
い商品を販売する。キャンディケイン・ゴルフ、
クリスマス写真ブース、フェイスペイント、子
供向けクラフト、サンタクロースの来場も予定
されていて子供も楽しめる。入場無料。会期は
12 月５日（金）から 14 日（日）まで、11：
00 ～ 19：00。会場：City Center (230 Main St. 
White Plains)
https://wpbid.com/events/downtown-white-
plains-holiday-market/

■ニューロシェル・ホリデーマーケット
　ニューロシェル市が主催する季節限定マーケ
ットで、駅構内の特設ウィンタービレッジで開
催される。街の経済発展とビジネスチャンスの
創出に重点を置いて、５年前に始まった。ホリ
デーグッズの販売だけではなく、アイススケー
ト、フードスタンド、地元の合唱団の演奏や子
供向けのエンターテイメントなど、日替わりで
楽しめるアクティビティが揃う。会期は 12 月
14 日（日）まで。会場：メトロノース・ニュー
ロシェル駅。
https://www.newrochelleny.gov/1842/NRNY-
Holiday-Market

■ホリデー・メーカーズ・マーケット
　タリータウンのメインストリートから１ブロ
ック離れた倉庫がウォークスルーのマーケット
に姿を変える。今年で５年目を迎える会場には
ユニークな手作りギフトや美味しい軽食などが
並び、子供向けのお楽しみも色々用意される。
会期は 12 月 20 日（土）と 21 日（日）の 10：
00 ～ 17：00。土曜日の午後３時から５時まで
はカクテルアワー、日曜の午前 10 時からはブラ
ンチ（ミモザ付き）を用意。日曜日の午後４時
にはグランドフィナーレとして１５００ドル相
当の賞品が当たるラッフルが開催される。会場：
Makers Central(84 Central Ave. Tarrytown) ＊駐
車場は Central Ave. とWildey St. の交差点にある
914 Smiles を利用。www.makerscentralny.com/
upcoming-events/shop-small-makers-market-
ca5bh

■ホリデー・ポップアップ
　アービントンのメインストリートにある店舗
で開催されるホリデーマーケット。規模は大き
くないが、コミュニティの才能あふれるクリエ
イターにスポットライトを当てたユニークなマ
ーケットで、今年で 4 回目を迎える。会場には
70 以上の地元クリエイターが集合、インテリア
グッズや雑貨、ジュエリー、ファッション、子
供用品やペット用品などユニークな作品を販売
する。12 月 24 日まで毎日営業。月～木 12：
00 ～ 18：00、金・土 11：00 ～ 19：00、日
11：00 ～ 17：00。会場：79 Main St. Irvington
www.adzineny.com/makeyourmareketny2025

 12月のホリデーマーケット

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
https://www.jwsny.org/pdfs/document/2026setsumeikai.pdf
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
https://bedfordny.gov/CivicAlerts.aspx?AID=400
https://wpbid.com/events/downtown-white-plains-holiday-market/
https://wpbid.com/events/downtown-white-plains-holiday-market/
https://wpbid.com/events/downtown-white-plains-holiday-market/
https://www.newrochelleny.gov/1842/NRNY-Holiday-Market
https://www.newrochelleny.gov/1842/NRNY-Holiday-Market
https://www.newrochelleny.gov/1842/NRNY-Holiday-Market
http://www.adzineny.com/makeyourmareketny2025
https://tarrytownmusichall.org/holiday-market/
https://sites.google.com/site/wphscraftsfair?pli=1
www.makerscentralny.com/upcoming-events/shop-small-makers-market-ca5bh
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Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
（
Ｎ
Ｊ
州

パ
ラ
マ
ス
、小
田
切
利
幸
校
長
）

幼
児
部
で
８
日
、
毎
年
恒
例
の

「
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
フ
ル
ー
ツ
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
。
朝
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
た
幼
児
た
ち
は
、
先

生
の
説
明
を
聞
く
と
す
っ
か
り

「
小
さ
な
シ
ェ
フ
」
の
表
情
に
。

持
参
し
た
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾

を
身
に
着
け
、
意
気
揚
々
と
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
へ
向
か
っ
た
。

　

ま
ず
バ
ナ
ナ
や
い
ち
ご
な
ど

の
フ
ル
ー
ツ
を
簡
易
ナ
イ
フ
で

カ
ッ
ト
。
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
先
生
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
い
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん

だ
。
切
り
終
え
る
と
、
い
よ
い

よ
盛
り
付
け
へ
。
パ
ン
に
ホ
イ

ッ
プ
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
ソ
ー

ス
を
た
っ
ぷ
り
塗
り
、
思
い
思

い
に
フ
ル
ー
ツ
を
並
べ
て
い
っ

た
。
嬉
し
そ
う
に
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
子
、
パ
テ
ィ
シ
エ
の

よ
う
な
集
中
し
た
表
情
で
完
璧

な
サ
ン
ド
を
仕
上
げ
る
子
な

ど
、
個
性
豊
か
な
作
品
が
次
々

と
完
成
し
た
。「
い
た
だ
き
ま

す
」
の
合
図
と
と
も
に
、
自
分

で
作
っ
た
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を

大
き
な
口
で
ほ
お
ば
る
子
ど
も

た
ち
は
「
お
い
し
い
！
」
と
笑

顔
が
を
見
せ
た
。
心
も
お
腹
も

満
た
さ
れ
る
、
幼
児
部
ら
し
い

温
か
い
ク
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

ク
ッ
キ
ン
グ
楽
し
む

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
コ
ロ
ラ
ド
州
パ
ー
カ
ー
）
は

２
０
２
６
年
1
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
50
分
か
ら
、「
26
年

度
学
校
説
明
会
」を
開
催
す
る
。

26
年
度
に
年
中
・
年
長
・
小
1

へ
入
学
希
望
の
外
部
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
実
施
予
定
。

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

は
、
文
部
科
学
省
か
ら
派
遣
さ

れ
た
校
長
の
下
、
幼
稚
園
年
中

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
約

１
０
０
人
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
週
に
１
回
開
校
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
語
習
得
が
未

熟
な
生
徒
を
対
象
に
日
本
語
を

強
化
す
る
特
別
ク
ラ
ス
「
日
本

語
基
礎
ク
ラ
ス
」
や
、
授
業
後

の
復
習
、
予
習
な
ど
を
目
的
と

し
た
「
Ｊ
Ｓ
Ｄ
時
間
」
の
実
施

な
ど
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
導

入
し
て
い
る
。
当
日
は
、
学
校

説
明
会
お
よ
び
各
学
年
ご
と
の

体
験
入
学
を
実
施
予
定
。
入
学

説
明
会
・
体
験
入
学
へ
の
参

加
は
要
事
前
予
約
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.jsdenver.org/
blog/2026students

を
参
照

す
る
。

デンバー日本語補習学校

26年度学校説明会
1月18日に開催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
5
年

生
は
17
日
、
社
会
科
「
情
報
産

業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
フ
ジ
・
サ
ン
ケ

イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
訪
れ

た
。
児
童
た
ち
は
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
役
割
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組

が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
い

る
か
を
学
ぶ
た
め
、
ス
タ
ジ
オ

見
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
。

　

ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
の
基
礎
知

識
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
テ
レ

ビ
視
聴
の
傾
向
に
つ
い
て
解
説

を
受
け
た
。
続
く
「
メ
デ
ィ
ア

ク
イ
ズ
」
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
に
伴
う
放
送
局
の

工
夫
や
、
視
聴
者
に
情
報
を
届

け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
ク
イ

ズ
形
式
で
学
ん
だ
。
そ
の
後
、

実
際
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
収
録

す
る
ス
タ
ジ
オ
に
入
り
、
キ
ャ

ス
タ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
音

声
、
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
、
番

組
制
作
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を

体
験
。
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
の
模

擬
収
録
で
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
互
い
に
協
力
し
、
一
つ
の
番

組
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
過
程
を

肌
で
感
じ
て
い
た
。

　

見
学
の
最
後
に
は
、
キ
ャ
ス

タ
ー
の
久
下
香
織
子
さ
ん
が

「
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
大
切
」「
テ
レ
ビ

に
映
る
の
は
キ
ャ
ス
タ
ー
だ
け

だ
が
、
番
組
は
映
ら
な
い
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で
成
り
立

っ
て
い
る
」
と
語
り
か
け
た
。

児
童
か
ら
は
「
キ
ャ
ス
タ
ー
だ

け
が
映
っ
て
い
る
け
れ
ど
多
く

の
人
が
支
え
て
い
る
こ
と
が
分

↓ 

Ｆ
Ｃ
Ｉ
へ
↑

NY日本人学校の5年生

放送局の仕事見学

か
っ
た
」「
ニ
ュ
ー
ス
は
正
確

で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ

と
知
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

当
日
は
、
机
上
の
学
び
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
、
現
場
で
の

体
験
を
通
し
て
、
情
報
産
業
の

仕
事
の
幅
広
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
実
感
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
の
５
年

生
は
14
日
、
社
会
科
「
情
報
化

し
た
社
会
と
産
業
の
発
展
」
の

授
業
の
一
環
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
あ
る
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｆ
Ｃ
Ｉ
）

と
ユ
ニ
ク
ロ
を
訪
れ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｉ
で
は
、
ま
ず
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
、
予
想
と
反
す
る
解
答
に
驚

き
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
、
フ

ロ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
天
気
予

報
キ
ャ
ス
タ
ー
、
背
景
画
像
の

切
り
か
え
、
そ
し
て
音
量
の
調

整
の
４
つ
の
仕
事
に
分
か
れ
活

動
し
た
。
キ
ャ
ス
タ
ー
体
験
で

は
久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー
と

一
緒
に
練
習
を
し
、
立
ち
方
や

目
線
、
声
の
出
し
方
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
全

員
で
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の

天
気
予
報
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
制

作
す
る
体
験
は
、
ひ
と
り
ひ
と

り
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
心
に
留
め
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

　

ユ
ニ
ク
ロ
で
は
、
新
し
い
商

品
を
置
い
て
お
客
さ
ん
の
声
を

聞
い
た
り
、
マ
ネ
キ
ン
を
た
く

さ
ん
置
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
参
考
に
し
て
も
ら
っ
た
り
と

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
子

ど
も
達
が
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
は
か
な
り

前
か
ら
の
計
画
で
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
驚
い
て
い
た
。

１
つ
の
商
品
が
で
き
て
、
店
に

並
ぶ
ま
で
に
は
、
た
く
さ
ん
の

人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
５
年
生

情
報
化
し
た
社
会
と
産
業
の
発
展

ユ
ニ
ク
ロ
も
訪
問
見
学

　

見
学
後
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の

久
下
香
織
さ
ん
と
記
念
撮
影

す
る
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
児

童
た
ち

https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
https://www.jsdenver.org/blog/2026students
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フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ

ア
州
、福
澤
隆
治
校
長
）
で
は
、

11
月
15
日(

土)

に
中
学
部
文

化
祭
を
行
っ
た
。
前
半
は
恒
例

の
百
人
一
首
大
会
。「
源
平
合

戦
」
の
ル
ー
ル
で
20
人
の
中
学

生
が
２
人
１
組
で
５
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
て
対
戦
し
た
。
生
徒

達
は
和
歌
に
耳
を
澄
ま
せ
、
慣

れ
な
い
朗
詠
音
声
や
古
語
の
表

現
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
真
剣
な

表
情
で
札
を
探
し
た
。
今
年
は

チ
ー
ム
戦
が
決
し
た
後
も
全
員

が
最
後
の
１
枚
ま
で
札
を
取

り
、
枚
数
が
少
な
く
な
る
ほ
ど

激
し
い
攻
防
が
見
ら
れ
た
。
優

勝
は
、
中
２
女
子
と
中
１
女
子

の
ペ
ア
。
圧
倒
的
な
強
さ
で
試

合
の
決
着
を
つ
け
た
。
個
人
賞

の
取
り
札
賞
一
位
は
優
勝
チ
ー

ム
の
一
人
で
あ
る
中
２
女
子

（
91
枚
）
に
贈
ら
れ
た
。

　

後
半
は
、
紋
付
袴
の
正
装
に

身
を
包
ん
だ
校
長
（
古
傳
園
心

流
師
範
）
を
講
師
に
迎
え
、「
古

武
道
」
を
学
ん
だ
。
高
等
部
、

継
承
日
本
語
コ
ー
ス
４
、
ア
ダ

ル
ト
コ
ー
ス
１
の
生
徒
も
加
わ

り
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
古
武

道
の
歴
史
や
定
義
な
ど
学
習
し

た
後
、
体
育
館
に
移
動
、
校
長

指
導
の
も
と
木
刀
や
竹
刀
を
持

っ
て
向
か
い
合
い
、
構
え
や
振

り
下
ろ
し
な
ど
を
体
験
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
柔
道
や
剣
道
な

ど
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
知

っ
て
い
た
け
れ
ど
古
武
道
は
聞

い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
て
楽
し
か

っ
た
で
す
」「
校
長
先
生
が
刀

の
振
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
と

こ
ろ
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

中
学
生
は
こ
の
文
化
祭
を
通

じ
て
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
な

が
ら
集
中
力
や
礼
儀
の
大
切

さ
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
魅
力

を
学
ん
だ
。

百
人
一
首
と
古
武
道

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
12
月
27
日
（
土
）
か
ら
29

日
（
月
）
と
、
29
日
（
月
）
か

ら
31
日
（
水
）
の
２
回
に
分
け

て
年
末
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
す
る
。
食
事
や
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い

る
の
で
、
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
や

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
族
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
キ
ャ

ン
プ
だ
。
ま
た
、
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
の
予
行
練
習
と
し
て
参
加

す
る
家
族
も
多
い
。
暖
炉
を
囲

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

家
族
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

イ
ェ
ー
ル
大
学
（
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
）
言

語
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

W
orld CLASS Program

（
ア

ダ
ム
・
ス
テ
イ
ン
教
授
監
督
）

の
日
本
語
ク
ラ
ス
で
19
日
夕
、

異
文
化
体
験
授
業
の
一
環
と
し

て
「
お
に
ぎ
り
交
流
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
地
公

立
校
・
私
立
校
で
は
あ
ま
り
教

わ
る
事
の
少
な
い
言
語
（
日
本

語
を
は
じ
め
、
韓
国
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ア
ラ

ビ
ア
語
、
Ａ
Ｓ
Ｌ)

を
習
得
で

き
る
授
業
を
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン

市
内
ま
た
は
近
郊
か
ら
通
う
高

校
生
を
対
象
に
提
供
し
て
い

る
。
１
９
９
０
年
か
ら
始
ま
っ

た
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
日
本
語
ク

ラ
ス
は
現
地
の
高
校
生
ら
に
毎

年
人
気
の
言
語
と
さ
れ
て
い

る
。

　

今
年
度
は
13
人
の
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

日
本
語
学
習
初
級
レ
ベ
ル
の
高

校
生
ら
が
放
課
後
の
授
業
に
参

加
し
、
基
礎
的
な
挨
拶
や
文
法

を
は
じ
め
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
や
漢
字
、
日
本
文
化
な
ど

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
公
立
高
校
に
通

う
生
徒
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
了
す
る
と
高
校
の
外
国
語
ク

ラ
ス
の
単
位
を
取
得
で
き
る
。　

　

今
回
は
、
日
本
語
習
学
中

の
イ
ェ
ー
ル
学
生
、
大
学
院

生
、
日
本
語
教
員
の
西
村
裕
代

教
授
、
迫
村
優
希
教
授
を
は
じ

め
近
郊
に
在
住
す
る
日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
小
中
高
生
を
含
む
）
も
参
加

し
、
日
本
語
で
の
自
己
紹
介
か

ら
始
ま
り
、
参
加
者
の
高
校
生

ら
も
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
「
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と

日
本
の
挨
拶
の
文
化
を
体
験
し

た
。
日
本
の
食
べ
物
を
初
め
て

食
べ
る
生
徒
も
数
人
い
た
な

か
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
笑
顔
で

三
角
形
の
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て

い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
一
番
人

気
は
「
ツ
ナ
マ
ヨ
」
で
、「
兄

弟
へ
お
土
産
に
」
と
持
ち
帰
る

生
徒
も
い
た
。
参
加
者
は
「
初

め
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
フ
ー
ド
を

食
べ
た
け
ど
、
す
ご
く
美
味
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
日
本
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
で
あ
る
「
お
に
ぎ
り
」

を
通
し
て
異
文
化
体
験
の
場
と

な
り
、
日
本
人
・
日
本
語
話
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
げ
る
機

会
と
な
っ
た
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
で

お
に
ぎ
り
交
流

　
「
中
間
選
挙
ま
で
あ
と
1
年
：

ど
う
な
る
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
９
日
、
プ
リ
ン
ス
ト

ン
日
本
語
学
校
（
平
本
秀
次 

文
部
科
学
省
派
遣
校
長
）
の
創

立
45
周
年
記
念
講
演
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
、
同
校
高
等
部

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
政
治
を
30
年
以
上
研
究

し
て
い
る
評
論
家
の
冷
泉
彰
彦

先
生
。
今
回
の
講
演
は
、
Ｎ
Ｙ

市
長
選
挙
で
民
主
党
左
派
で
社

会
主
義
者
を
自
称
す
る
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
が
当
選
し
た

直
後
に
行
わ
れ
た
た
め
、
ア
メ

リ
カ
政
治
に
関
心
の
あ
る
保
護

者
や
地
域
の
受
講
者
約
20
人
が

参
加
し
た
。

　

冷
泉
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
政

治
の
先
行
き
が
非
常
に
不
確
実

で
あ
る
と
述
べ
た
。
２
大
政
党

間
の
対
立
が
深
ま
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
党
内
に
も
大
き
な

分
裂
が
あ
る
。
民
主
党
に
は
左

派
と
穏
健
派
、
共
和
党
に
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
共
和
党
（
穏
健
派
）

と
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
（
ト
ラ
ン
プ
支
持

派
）
と
い
う
勢
力
が
存
在
し
て

い
る
。
国
内
政
策
で
は
リ
ベ
ラ

ル（
民
主
党
）と
保
守（
共
和
党
）

の
対
立
が
軸
と
な
る
が
、
対
外

政
策
で
は
民
主
党
穏
健
派
と
ク

ラ
シ
ッ
ク
共
和
党
が
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
に
賛
成
し
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ

と
一
部
の
民
主
党
左
派
は
反
対

の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
講
演

で
は
、各
勢
力
の
特
徴
に
加
え
、

日
本
が
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
も
考
察
が
示
さ
れ
た
。
豊

富
な
情
報
と
分
か
り
や
す
い
解

説
が
参
加
者
を
惹
き
つ
け
、
非

常
に
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ

た
。
次
回
は
２
０
２
６
年
２
月

８
日
、
冷
泉
先
生
に
よ
る
「
子

ど
も
が
成
長
す
る
２
０
３
０
年

代
の
ア
メ
リ
カ
と
日
本
」
の
講

演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
で

創
立
45
周
年
記
念
講
演

冷
泉
さ
ん
米
政
治
語
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
４
９
人
）
は
15
日
、
中
高
等

部
主
催
の
「
の
み
の
市
」
を
開

催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

地
域
や
国
際
社
会
に
関
心
を
持

ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
生
徒

を
育
て
る
と
い
う
教
育
的
ね
ら

い
が
あ
り
、
活
動
を
通
し
て
ク

ラ
ス
や
学
校
全
体
の
団
結
や
連

帯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　

出
店
は
中
高
等
部
の
各
学
年

別
に
行
わ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
や
、
カ
ッ
プ
に
ピ

ン
ポ
ン
球
を
入
れ
る
カ
ッ
プ
ポ

ン
グ
、
射
的
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
、

ボ
ー
ル
転
が
し
な
ど
、
生
徒
考

案
の
手
作
り
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
の
ほ

か
、
本
や
洋
服
、
雑
貨
、
中
高

等
部
保
護
者
協
力
の
も
と
手
作

り
で
毎
年
大
人
気
の
ク
レ
ー
プ

や
わ
ら
び
餅
、
ケ
ー
キ
な
ど
の

焼
き
菓
子
品
の
食
品
販
売
な

ど
、
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
た
。

　

前
半
は
幼
児
部
と
初
等
部
６

年
生
が
授
業
の
一
環
で
買
い
物

に
訪
れ
、
後
半
の
一
般
公
開
で

は
授
業
終
了
後
に
多
く
の
児
童

や
保
護
者
が
詰
め
か
け
た
。
ど

の
ブ
ー
ス
も
活
気
と
笑
顔
で
溢

れ
、
中
高
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
一
生
懸
命
役
割
を
果
た

す
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の

日
の
売
り
上
げ
は
能
登
半
島
の

農
業
復
興
支
援
団
体
「
輪
島
鳳

珠
地
区
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
」

に
寄
付
さ
れ
る
。

の
み
の
市
大
盛
況

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

ん
で
の
ん
び
り
過
ご
し
た
り
、

外
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
遊
ぶ
こ
と

も
で
き
る
。
５
歳
以
下
は
参
加

費
無
料
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し

込
み
は
日
本
語
で 
Ｅ
メ
ー
ル

tokyo-info@frostvalley.org

ま
で
。

https://www.samuraipapabk.com/
mailto:ski@nyikuei.org
https://jp.kennedyinternational.org/
https://miray109.com/
http://www.betteratmath.com
tel:2014616502
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
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EVENT
■ロックフェラーセンターのクリスマス
ツ リ ー 点 灯 式 ＝ 12/3　19:00 ～ 22:00　
Rockefeller Center（30 Rockefeller Plaza）5
万個以上の多色 LED電球と頂点にスワロフ
スキー社製クリスタルの星が掲げられた NY
のホリデーシーズンを象徴するツリーの点灯
式。N BC局にてライブ中継され、有名歌手
によるパフォーマンスのあと市長が点灯ボタ
ンを押す。ツリーは 2026年 1月 11日まで
ライトアップされる。
詳 細 は https://www.rockefellercenter.com/
holidays
■サンタコン＝ 12/13  10:00～ 20:00   NYC
（市内各地のバー）サンタクロースの仮装を
して、朝からバーやパブをはしごして街を練
り歩く恒例イベント。街中にサンタ姿の酔っ
払いが溢れるので要注意の土曜日。サンフラ
ンシスコで発祥し、世界 354都市、47か国
で開催されている。参加費：＄17（寄付）
詳細は https://santacon.nyc/
■ NY植物園の「ホリデートレインショー」
＝ 2026/1/11 まで　The New York Botanical 
Garden（2900 Southern Blvd）園内の中心
にある温室に、ヤシの葉、松ぼっくりなど植
物素材を用いて作った自由の女神など 200以
上のランドマークのミニチュアレプリカを設
置。精巧に再現された NYの街並みを縫うよ
うに模型列車が走行する。週末の夜は「ホリ
デートレイン・ナイト」も開催。入場料：2
～ 12歳＄25～、大人＄35～、シニア・学
生＄31～、会員・2歳以下は無料。
詳細は https://www.nybg.org

THEATRE/DANCE 
■ NYシティーバレエ公演「ジョージ・バ
ランシンのくるみ割り人形」＝ 11/28～
2026/1/3  David H. Koch Theater（20 

Lincoln Center Plaza）舞台には巨大クリスマ
スツリーが輝き、チャイコフスキーの音楽に
乗せて美しい衣装をまとった数多くの魅惑的
なキャラクターが魔法の世界へ誘う。クリス
マスの夜にくるみ割り人形を贈られた少女ク
ララが、人形とともに夢の世界を旅する幻想
的な物語。
詳細は https://www.nycballet.com
■ホリデーオペラ『魔笛』＝ 12/11 ～
2026/1/3   The Metropolitan Opera（30 
Lincoln Center Plaza）ホリデーシーズン恒例
のモーツァルト『魔笛』の英語上演・90分
の短縮版ファミリー向けオペラ。魔法の笛を
授かった王子が、妖しい夜の女王から姫を救
出するため、賢者の元へ旅立ち、多くの試練
に立ち向かうファンタジー。
詳 細 は https:/ /www.metopera.org/
season/2025-26-season/the-magic-flute/
■「クリスマス・スペクタキュラー」＝
2026/1/5まで　Radio City Music Hall（1260 
Avenue of the Americas）ダンスカンパニー
「ザ・ロケッツ」が息のあったラインダンス
のほか、トナカイ、サンタクロース、おもちゃ
の兵隊などの衣装で 90分のパフォーマンス
を披露する伝統的なエンターテインメント。
今年はロケッツ 100周年目の記念すべき年。
日によって 1日 2～ 5回上演される。
詳細は https://www.rockettes.com/christmas/
■ BAM Next Wave Festival ＝ 2026/1/17 ま
で  BAM（30 Lafayette Ave, Brooklyn）1983
年から続く、前衛音楽、演劇、オペラ、ダン
スの祭典。11の演目が上演されている。入
場料：演目により異なる。
詳細は https://www.bam.org/next-wave

ART
■北出健二郎の陶芸作品展「Pinto & Kitade 
Metrocards & Clay」＝ 11/30 まで　ilon Art 
Gallery（57 Stanton St,）ローワーイースト
サイドのギャラリーで行われている陶芸家
の北出健二郎とモザイクアーティスト Juan 

Carlos Pintoとの展示会。入場無料。
詳細は https://www.ilonartgallery.com
■武蔵野美術大学アメリカ支部・第 4
回「Musabi 展 」 ＝ 12/2 ～ 12/14  Gallery 
Onetwentyeight（128 Rivington St,）米国在
住の 18人の卒業生が油絵、アクリルなどの
絵画、彫刻、写真、デジタルアートなどの作
品を展示する。作家と来場者と作品を通して
の交流、展示作品の販売も行われる。12/5午
後 6～ 8時のオープニングレセプションでは
遊真あつこのパフォーマンスも行われる。入
場無料。
詳細は https://www.galleryonetwentyeight.org
■グループ展「Sprouting in GreenPoint」＝
12/20 ま で  GOCA by Garde（515W 23rd 
St,）NYを拠点に活動する現代美術家・松山
智一氏が主宰する「松山スタジオ」にて研鑽
を積んだ 7人のアーティストによる作品展。
参加アーティストは、藤本まり子、金和司、
小野原和紀、川植隆一郎、雨宮ホザナ栄輝、
グノテール、福田桂子。入場無料。月曜休廊。
詳細は https://www.goca.gallery/
■アンネ・フランク展＝ 2026/2/1 まで　
Center for Jewish History（15 West 16th St,）
アムステルダムのアンネ・フランク・ハウス
から 100点以上のコレクションが展示される
ほか、ナチスから逃れるために 2年間潜伏し
ていた隠れ家をアムステルダム以外で初めて
原寸大で再現する。入場料：一般 $21～、17
歳以下 $16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

　

紐
育
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
男

声
合
唱
団
（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｙ
）
は

12
月
6
日
（
土
） 

午
後
5
時

30
分
か
ら
、The Church of 

The Holy Trinity

（
東
88
丁

目
３
１
６
番
地
）
に
て
第
24
回

定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
。

　

今
年
は
世
界
の
人
々
の
平
和

を
願
う
想
い
を
込
め
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
ス
テ
ー
ジ
を

子
供
た
ち
と
一
緒
に
歌
う
。
前

半
は
、
愛
唱
歌
「
フ
ィ
ン
ラ

ン
デ
ィ
ア
」「
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
」
や
、
黒
人
霊

歌
「Steal Away
」「Soon Ah 

W
ill be Done

」
そ
し
て
多
田

武
彦
作
曲
の
合
唱
組
曲
「
雪
と

花
火
」
を
ア
カ
ペ
ラ
男
声
四

部
合
唱
で
演
奏
す
る
。
後
半

は
、
女
声
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
混
声

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
「W

e W
ish You a Merry 

Christm
as

」「W
e Three 

Kings

」「Silent Night

」

な

ど
を
披
露
す
る
。
指
揮
は
山
内

竜
志
。  

入
場
料
は
20
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
購

入
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@mgcny.

net

か
ら
。

308

 　
高
市
早
苗
総
理
に
な
っ
て
、

政
治
が
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
日

本
で
す
。
今
ま
で
な
ん
と
な
く

「
政
治
の
話
は
タ
ブ
ー
」
み
た

い
な
感
じ
が
あ
っ
た
日
本
で
す

が
、
国
会
中
継
を
見
て
、
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
政
治
の
話
題

を
す
る
人
も
増
え
た
気
が
し
ま

す
。
元
々
、「
政
治
に
無
関
心

で
も
無
関
係
で
い
ら
れ
な
い
」

を
言
い
続
け
て
い
た
わ
た
し
と

し
て
は
、
良
い
傾
向
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
も
昔
も
、
ア
メ
リ
カ
の
友

人
な
ど
は
、
普
通
に
政
治
の
話

を
す
る
。
な
の
に
日
本
人
は
、

政
治
の
話
な
ど
を
す
る
と
「
変

わ
っ
た
人
」
と
見
ら
れ
た
り
し

て
き
た
。
で
も
「
そ
れ
っ
て
、

お
か
し
い
。
生
活
の
政
治
は
密

接
な
関
係
が
あ
る
」
と
、
わ
た

し
は
、
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
。

　

人
気
の
行
政
書
士
の
服
部
真

和
さ
ん
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

彼
は
「
政
治
を
知
る
と
、
政
策

が
分
か
る
。
政
策
が
分
か
る
と

ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
」
と
、
政
治
や
政
策
や

法
律
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も

さ
れ
て
い
る
。

　

今
ま
で
は
、
な
ん
と
な
く
ベ

ー
ル
に
包
ま
れ
た
日
本
の
政
治

の
世
界
が
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

普
及
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と

が
表
に
出
て
き
た
。「
世
界
は

こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
た
ん

だ
」「
自
分
た
ち
が
思
っ
て
い

た
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
く
れ

た
」
な
ど
、
す
っ
か
り
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
政
治

が
話
題
に
上
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

自
分
の
国
や
自
分
の
国
の
政

治
や
政
策
に
興
味
を
持
つ
こ
と

は
大
切
。
そ
し
て
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
良

い
国
に
な
る
か
を
考
え
て
、
良

い
国
に
な
る
の
が
理
想
。
対
決

よ
り
解
決
で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

政
治
が
エ
ン
タ
ー

テ
ィ
メ
ン
ト

紐育男声合唱団
12月6日（土）
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mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.nycballet.com
https://www.rockettes.com/christmas/
https://www.bam.org/next-wave
https://www.rockefellercenter.com/
https://santacon.nyc/
https://www.nybg.org
https://www.ilonartgallery.com
https://www.galleryonetwentyeight.org
https://www.goca.gallery/
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.metopera.org/season/2025-26-season/the-magic-flute/


（13）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）11月 29日（土 )
　

ぼ
く
が
海
外
の
人
と
接
し

た
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、

み
ん
な
が
普
通
の
生
活
を
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
日
本
に
い
た
時

は
、
生
き
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
人
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
来
て
初
め
て
の
旅
行
で
ア

ト
ラ
ン
タ
に
行
っ
た
時
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
も
っ
て
い
る
人

が
道
の
真
ん
中
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
ま
だ
英
語

が
読
め
な
か
っ
た
の
で
何
が

書
い
て
あ
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
父
さ
ん
に

聞
く
と
、「
お
金
が
な
く
て
お

金
を
く
だ
さ
い
と
書
い
て
あ

る
ん
だ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
は
初
め
て
そ
う

い
う
人
を
見
た
の
で
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
も
ぼ
く
の
友
達
が

学
校
か
ら
食
べ
物
を
も
ら
っ

て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
友

達
に
聞
く
と
お
金
が
な
く
て

食
べ
物
が
買
え
な
い
か
ら
、

食
べ
物
を
も
ら
っ
て
い
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子

と
は
、
と
て
も
仲
の
良
い
友

達
だ
け
ど
、
教
え
て
も
ら
う

ま
で
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ぼ
く
は
日
本
で
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
気
づ
い
て
な

か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
金
が
あ
る
子
も
、
な

い
子
も
、
差
別
な
く
学
校
生

活
を
お
く
れ
る
こ
と
は
、
す

ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
ぼ
く
は
差
別
せ
ず
、

思
い
や
り
を
も
っ
て
み
ん
な

と
接
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
３
年
）

　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
は
人
種
差
別
に
強
く
反

対
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

人
々
は
見
た
目
や
国
籍
で
判

断
し
て
い
る
人
が
確
実
に
存

在
す
る
か
ら
で
す
。
私
は
こ

れ
ま
で
約
9
年
間
海
外
に
滞

在
し
て
お
り
、
多
く
の
人
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
悲
し
い
こ
と
に
、
世

界
に
は
今
も
人
種
差
別
が
あ

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
私

も
人
種
差
別
を
理
由
に
侮
辱

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
人
種

差
別
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
見
た
目
や
国
籍
で
判
断

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
相

手
が
持
っ
て
い
る
能
力
で
判

断
す
る
こ
と
が
最
も
公
平
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
は
、

多
種
多
様
な
生
徒
が
い
ま
し

た
。
数
学
が
得
意
な
生
徒
も

い
れ
ば
、
苦
手
な
生
徒
も
い

ま
す
。
私
は
ア
ジ
ア
系
な
の

で
、
友
達
か
ら
「
お
前
ア
ジ

ア
人
だ
か
ら
、
ノ
ー
勉
で
も

1
0
0
点
余
裕
で
し
ょ
！
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
ア

ジ
ア
人
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
き

ち
ん
と
し
た
教
育
を
受
け
て

い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
偏
見
で
決
め
つ
け

る
の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
、
友
達

は
悪
意
が
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
が
、
た
と
え
冗
談

の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
相

手
が
傷
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
友
達
の
言
動
は
、

冗
談
で
も
人
種
差
別
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
校
で
「
キ
ャ

ッ
プ
ス
ト
ー
ン
」
と
い
う
卒

業
論
文
の
よ
う
な
自
由
な
テ

ー
マ
で
調
査
を
ま
と
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
人
種
差
別
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
同
じ
学
校
の
大

多
数
の
生
徒
を
取
材
し
、
人

種
や
国
籍
の
違
い
で
嫌
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
聞

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約

6
割
が
差
別
的
な
言
葉
や
態

度
を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

と
答
え
ま
し
た
。
私
は
か
な

り
驚
き
ま
し
た
。
中
学
校
だ

け
で
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
が

嫌
な
思
い
を
し
て
い
る
な
ら
、

社
会
に
出
た
ら
も
っ
と
ひ
ど

い
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
恐
ろ
し
い
気
持
ち
に
な

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
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書
く
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
言
葉
の
意

味
を
調
べ
て
、
そ
の
言
葉
を
使

っ
て
文
章
を
書
く
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
う
れ
し
い
こ
と

や
楽
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
、
わ
た
し
は
h
a
p
p
y

や
e
x
c
i
t
e
d
と

言

う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
現
地
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は

p
l
e
a
s
e
d
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し

は
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
自
然

に
使
っ
て
い
る
友
達
を
見
て
い

て
、
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
に
通

う
こ
ろ
に
は
、
む
ず
か
し
い
言

葉
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
む
ず
か
し
い

言
葉
を
使
っ
て
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

で
長
い
文
章
を
書
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
５
年
８
か
月
）

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
種

差
別
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
身

近
な
問
題
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
人

種
差
別
が
あ
り
ま
す
。
私
は

幼
い
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
て
い
ま
す
。
練
習
中
、

「
お
前
小
さ
い
ん
だ
か
ら
、
ボ

ー
ル
追
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
」
と
馬
鹿
に
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

本
当
に
頭
に
き
て
、
仕
方
が

な
い
の
に
、
ど
う
し
よ
う
も

な
い
虚
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
だ
子
供
だ
か
ら
こ
そ
言
わ

れ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
プ
ロ
の
世
界
で
も
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
は

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

2
0
2
5
年
8
月
15
日
の
英

国
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
開
幕
戦
で
は
、
黒
人
選
手

が
観
客
か
ら
の
人
種
差
別
発

言
を
受
け
、
試
合
が
一
時
中

断
し
ま
し
た
。
主
審
に
報
告

さ
れ
、
両
チ
ー
ム
の
指
揮
官

や
キ
ャ
プ
テ
ン
に
状
況
が
説

明
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
試
合
は
続
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
差
別
を
受
け
た
選
手

は
辛
そ
う
で
し
た
。
暴
言
を

吐
い
た
人
は
警
察
に
連
行
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
選

手
の
気
持
ち
は
落
ち
着
か
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

人
種
差
別
を
こ
の
世
界
か

ら
な
く
す
こ
と
は
不
可
能
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
々
に

そ
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
こ

と
で
、
少
し
で
も
共
感
し
て

く
れ
る
人
が
増
え
、
差
別
が

減
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
差
別
や
い

じ
め
が
原
因
で
自
殺
す
る
人

が
大
勢
い
ま
す
。
差
別
的
な

言
動
は
、
相
手
の
心
を
深
く

傷
つ
け
、
時
に
は
命
に
関
わ

る
重
大
な
結
果
を
招
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

も
し
誰
か
が
差
別
を
受
け
て

い
た
ら
、
た
だ
見
て
放
っ
て

お
く
の
で
は
な
く
、
助
け
て

あ
げ
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
人
種
差
別
に
よ
る

被
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
、

個
人
の
能
力
や
個
性
が
尊
重

さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
５
年
）

　

わ
た
し
は
九
月
に
な
っ
て

四
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
算

数
は
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま

す
が
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
じ

ゅ
業
が
む
ず
か
し
い
で
す
。

な
の
で
、
今
の
目
標
は
「
む

ず
か
し
い
言
葉
を
知
る
こ
と
」

で
す
。

　

現
地
校
に
入
っ
た
時
、
色
々

な
言
葉
が
書
け
な
か
っ
た
り
、

言
え
な
か
っ
た
り
し
ま
し

た
。
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン
の

時
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
あ
っ

て
、
わ
た
し
と
同
じ
テ
ー
ブ

ル
の
人
に
わ
た
し
が
読
ん
だ

本
の
こ
と
を
話
す
時
が
あ
り

ま
し
た
。
わ
た
し
の
番
に
な

っ
た
時
に
言
葉
が
出
な
く
て
、

く
や
し
か
っ
た
で
す
。
も
っ

と
英
語
が
上
手
に
な
っ
た
ら
、

友
達
に
わ
た
し
の
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
は
、
言
葉
も
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
く
や

し
い
思
い
は
し
て
な
い
で
す
。

で
も
、
も
っ
と
英
語
を
上
手

に
な
り
た
い
か
ら
、
む
ず
か

し
い
言
葉
を
も
っ
と
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
学
校
で

言
葉
を
見
て
、
発
音
し
て
、

「
人
種
差
別
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
篤
彦

「
ア
メ
リ
カ
で
気
づ
い
て

よ
か
っ
た
こ
と
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
上
　
松
幹

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
す
き
な
理
由
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
と
う
　
せ
な

　

ぼ
く
は
毎
年
、
夏
に
日
本

に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
一
番
の
楽
し
み
は

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
会
う
こ
と

だ
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今
回
も
、

羽
田
ま
で
む
か
え
に
来
て
く

れ
て
、
空
港
で
ラ
ー
メ
ン
を

食
べ
て
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を

し
た
。

　

ぼ
く
は
日
本
に
い
る
間
、

毎
日
水
泳
教
室
に
通
っ
た
。

毎
日
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
バ
イ

ク
の
後
ろ
に
ぼ
く
を
の
せ
て

送
り
む
か
え
し
て
く
れ
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
バ
イ
ク
の

後
ろ
に
の
る
の
は
さ
い
高
に

気
持
ち
が
い
い
。
あ
の
暑
い

東
京
の
夏
、
歩
か
な
い
で
プ

ー
ル
に
行
け
る
の
は
ぼ
く
だ

け
だ
っ
た
ん
だ
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
、

ぼ
く
に
何
が
食
べ
た
い
か
聞

い
て
、
そ
の
お
店
に
つ
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
。
ぼ
く
は
だ

い
た
い
い
つ
も
天
丼
が
食
べ

た
く
て
、
こ
の
夏
、
何
度
も

天
丼
屋
さ
ん
に
行
っ
た
。

　

ぼ
く
が
お
祭
り
で
金
魚
を

す
く
っ
た
時
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
屋
上
に
水
そ
う
を
用
意

し
て
く
れ
て
、
育
て
る
じ
ゅ

ん
び
を
し
て
く
れ
た
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
で
も
金
魚
の
様
子

が
わ
か
る
よ
う
に
、
時
ど
き

動
画
を
送
っ
て
く
れ
る
。

「
な
ん
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
す

き
な
の
。」
と
お
母
さ
ん
が
ぼ

く
に
聞
い
た
。「
す
き
な
も
の

何
で
も
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

か
ら
。」
と
言
っ
た
。
よ
く
考

え
る
と
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で

く
れ
る
。
ぼ
く
の
ね
が
い
を

い
つ
も
か
な
え
て
く
れ
る
。

ぼ
く
の
す
き
な
こ
と
に
一
生

け
ん
命
に
な
っ
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
人
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

し
か
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。

　

早
く
夏
休
み
が
来
て
、
ま

た
あ
の
暑
い
東
京
の
夏
を
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
す
ご
す
こ

と
が
待
ち
遠
し
い
。

　
　
　

          　
（
滞
米
６
年
）

「
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
」

　

〜
英
単
語
を
学
ぶ
一
年
に
〜

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
N
J
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
畠
　
莉
央
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11
月
11
日
か
ら
17
日
に
か
け

て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会

議
）
ド
バ
イ
大
会
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
機
会
に
ジ
ュ
メ
イ
ラ

地
区
に
あ
る
エ
テ
ィ
ハ
ド
博
物

館
（Etihad Museum

）
を
見

学
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
１
９
７
１
年
に
Ｕ

Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）

を
建
国
し
た
場
所
に
建
つ
Ｕ
Ａ

Ｅ
の
歴
史
を
紹
介
す
る
博
物
館

で
、い
わ
ば
建
国
記
念
館
で
す
。

2
万
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
広
さ
が
あ
る
建
物
は
、
日
系

カ
ナ
ダ
人
建
築
家
の
モ
リ
ヤ
マ

＆
テ
シ
マ
に
よ
る
設
計
で
す
。

独
特
な
曲
線
の
白
い
屋
根
は
、

7
つ
の
首
長
国
の
統
一
に
交
わ

さ
れ
た
憲
法
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

外
観
で
、
館
内
に
あ
る
7
つ
の

柱
は
署
名
に
使
用
さ
れ
た
ペ
ン

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
ロ

ビ
ー
の
西
側
に
は
憲
法
の
前
文

を
描
い
た
巨
大
な
彫
刻
が
設
置

さ
れ
、
ロ
ビ
ー
の
東
側
に
は
上

層
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
続
く
白

い
階
段
が
あ
り
ま
す
。

　

地
下
1
階
に
あ
る
展
示
室

の
入
口
に
は Abdul Qader Al 

Rais 

と
い
う
ド
バ
イ
出
身
の
画

家
に
よ
る
巨
大
な
抽
象
画
と
、

ド
バ
イ
首
相
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ビ
ン
・
ラ
ー
シ
ド
・
ア
ー
ル
・

マ
ク
ト
ゥ
ー
ム
（Mohammed 

bin Rashid Al Maktoum

）
が

植
樹
し
た
中
庭
が
あ
り
ま
す
。

展
示
室
は
、
広
い
曲
線
の
通
路

を
歩
い
て
流
れ
る
よ
う
に
構
成

さ
れ
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

展
示
を
通
し
て
7
つ
の
首
長
国

と
建
国
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
で
も
、

建
国
の
際
に
署
名
し
た
首
長
の

サ
イ
ン
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
憲
法
の
デ
ジ

タ
ル
展
示
は
、必
見
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
建
国
前
に
使
わ
れ
て
い

た
パ
ス
ポ
ー
ト
や
、
通
貨
、
軍

服
、
武
器
な
ど
の
展
示
も
興
味

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
館
内

に
は
2
つ
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
も

あ
り
、
建
国
当
時
の
映
像
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
庭
に
出
る
と
、
ド
バ
イ
最

大
と
い
う
大
き
な
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
国

旗
と
小
さ
な
国
旗
が
た
な
び
い

て
い
ま
す
。
小
さ
い
方
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
、
こ
の
旗
の
前
で
Ｕ

Ａ
Ｅ
の
国
父
シ
ェ
イ
ク
・
ザ
ー

イ
ド
（Sheikh Zayed

）
を
は

じ
め
と
す
る
、
そ
の
他
首
長
国

の
代
表
が
共
に
建
国
同
盟
に
対

し
て
の
誓
い
を
た
て
た
そ
う
で

す
。

　

Ｕ
Ａ
Ｅ
建
国
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
円
形
型
の
建
物
で
あ

る
ユ
ニ
オ
ン
ハ
ウ
ス
（Union 

House

）
は
、
残
念
な
が
ら
中

に
は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
外
か
ら

当
時
の
ま
ま
の
し
つ
ら
え
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
国
民

に
と
っ
て
は
、
母
国
の
始
ま
り

を
意
味
す
る
と
て
も
大
切
な
建

物
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
隣
に

は
、
ド
バ
イ
首
長
が
公
式
行
事

で
使
う
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ

り
、
ツ
ア
ー
に
参
加
す
れ
ば
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ

と
。

　

さ
て
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
日
本
と
の

関
係
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
が
建
国
さ
れ

て
ま
も
な
く
ア
ブ
ダ
ビ
に
日
本

国
総
領
事
館
が
設
置
さ
れ
、
石

油
や
車
の
輸
出
入
等
で
絆
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
展
示
の
中
に

は
日
本
や
他
国
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
外
交

の
歴
史
が
学
べ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
あ
り
、
１
９
９
０
年
5
月
シ

ェ
イ
ク
・
ザ
ー
イ
ド
大
統
領
が

国
賓
と
し
て
来
日
し
た
際
撮
影

さ
れ
た
も
の
や
、
１
９
９
５
年

1
月
に
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
当
時
）
が
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
御
訪
問

さ
れ
た
と
き
の
写
真
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
別
展
示
室
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ド
バ
イ
大
会
に

あ
わ
せ
て
現
代
美
術
の
展
示
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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 第 542 回

エティハド博物館

　

日
本
へ
里
帰
り
す
る
際
、
あ

と
１
時
間
足
ら
ず
で
到
着
と
い

う
こ
ろ
に
、
太
平
洋
に
ツ
ン
と

突
き
出
た
特
徴
的
な
半
島
が

飛
行
機
の
窓
か
ら
よ
く
見
え

る
。
さ
ら
に
高
度
が
下
が
っ
て

く
る
と
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
形

成
さ
れ
た
崖
や
ご
つ
ご
つ
し
た

岩
礁
、
寄
せ
る
荒
波
、
そ
し
て

半
島
を
貫
く
よ
う
に
大
き
な
川

（
利
根
川
）
が
流
れ
て
い
て
、

河
口
付
近
は
海
と
川
が
入
り
混

じ
る
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
い
つ
か
こ
の
突
き
出
た
半
島

の
先
端
に
行
っ
て
み
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
里

帰
り
の
最
終
日
に
思
い
切
っ
て

寄
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ツ

ン
と
突
き
出
た
場
所
に
あ
る
、

銚
子
へ
。

　

日
本
滞
在
も
残
り
２
日
と
な

っ
た
朝
、
帰
り
の
便
で
利
用
す

る
成
田
空
港
方
面
へ
移
動
。
成

田
か
ら
銚
子
は
車
で
片
道
１
時

間
半
も
か
か
ら
な
い
の
で
日
帰

り
も
で
き
る
距
離
だ
が
、
今
回

は
の
ん
び
り
す
る
た
め
犬
吠

埼
に
近
い
ホ
テ
ル
に
1
泊
す

る
。
海
岸
沿
い
に
建
つ
ホ
テ
ル

の
多
く
は
全
室
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ

ュ
ー
で
、
早
起
き
す
れ
ば
客
室

か
ら
眺
め
る
ご
来
光
も
き
っ
と

素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。
今
回
は

寝
坊
し
た
の
で
そ
れ
は
ま
た
の

機
会
に
。
犬
吠
埼
温
泉
は
、
約

１
億
２
０
０
０
万
年
前
の
白
亜

紀
の
地
層
か
ら
湧
き
出
る
温
泉

で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、「
温

泉
総
選
挙
２
０
２
４
」
の
歴
史

文
化
部
門
で
第
１
位
に
選
ば
れ

て
い
る
。
食
事
は
銚
子
港
直
送

の
新
鮮
な
海
の
幸
を
提
供
す
る

地
元
の
飲
食
店
を
利
用
す
る
た

め
、
朝
食
の
み
の
プ
ラ
ン
で
宿

を
予
約
し
た
。

　

銚
子
電
鉄
「
犬
吠
（
い
ぬ
ぼ

う
）
駅
」
を
通
り
か
か
る
と
、

ち
ょ
う
ど
２
両
編
成
の
列
車
が

来
た
の
で
急
い
で
立
ち
寄
り
、

撮
り
鉄
た
ち
と
一
緒
に
撮
影
し

た
り
、
構
内
で
販
売
し
て
い
る

ぬ
れ
煎
餅
を
買
っ
た
り
、
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
覗
い
た
り
と
駅

そ
の
も
の
も
楽
し
め
た
。
こ
の

駅
は
、
夏
に
な
る
と
ホ
ー
ム
の

前
が
ひ
ま
わ
り
畑
に
な
る
た

め
、
多
く
の
観
光
客
が
来
る
の

だ
そ
う
。
ぬ
れ
煎
餅
は
、
市
内

を
走
る
全
長
わ
ず
か
６
・
４
キ

ロ
の
私
鉄
・
銚
子
電
鉄
が
、
利

用
客
減
少
に
よ
る
経
営
難
を
打

開
す
る
た
め
副
業
と
し
て
売
り

出
し
た
も
の
。「
ぬ
れ
煎
餅
買

っ
て
く
だ
さ
い
。
電
車
修
理
代

を
稼
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん

で
す
」
と
い
う
悲
痛
な
声
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
拡
散
さ
れ
、

全
国
か
ら
注
文
が
殺
到
、
経
営

再
建
に
大
き
く
貢
献
し
た
ス
ト

ー
リ
ー
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

だ
ろ
う
。
ヤ
マ
サ
醤
油
や
ヒ
ゲ

タ
醤
油
の
創
業
の
地
、
醤
油
の

街
で
生
ま
れ
た
ぬ
れ
煎
餅
は
、

焼
き
た
て
の
せ
ん
べ
い
を
特
製

だ
れ
に
浸
し
て
作
っ
た
も
の
。 

独
特
の
食
感
は
や
み
つ
き
に
な

る
香
ば
し
さ
で
、
サ
ク
サ
ク
の

焼
き
お
に
ぎ
り
の
よ
う
で
お
い

し
か
っ
た
。

　

そ
の
犬
吠
駅
か
ら
す
ぐ
の
場

所
に
あ
る
犬
吠
埼
灯
台
は
、
日

本
に
16
基
し
か
な
い
「
の
ぼ
れ

る
灯
台
」
の
ひ
と
つ
。
99
段
の

ら
せ
ん
階
段
を
登
る
と
、
潮
の

香
り
と
と
も
に
果
て
し
な
く
続

く
太
平
洋
や
大
海
原
に
浮
か
ぶ

船
、
カ
ー
ブ
を
描
く
君
ヶ
浜
の

湾
岸
線
な
ど
が
ぐ
る
っ
と
一
周

見
渡
せ
る
。
岬
に
そ
び
え
立
つ

真
っ
白
な
姿
は
、
青
空
を
背
景

に
す
る
と
美
し
さ
が
一
層
引
き

立
つ
。
灯
台
の
敷
地
内
に
は
資

料
館
の
ほ
か
「
霧
笛
舎
」
も
あ

り
、
濃
霧
で
灯
台
が
見
え
な
か

っ
た
と
き
に
使
わ
れ
た
霧
笛
が

ど
ん
な
音
だ
っ
た
の
か
、
ス
イ

ッ
チ
を
押
す
と
体
験
で
き
る
の

も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
こ
の
霧

笛
は
、
濃
霧
が
発
生
し
や
す
い

犬
吠
埼
周
辺
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
普
及
で
２
０
０
８
年
に
引

退
す
る
ま
で
海
の
安
全
を
守
っ

て
き
た
の
だ
そ
う
。

　

灯
台
の
入
口
手
前
の
崖
か
ら

海
を
見
下
ろ
す
と
、
東
映
映
画

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
流
れ
る
、

白
波
が
岩
に
砕
け
散
る
シ
ー
ン

で
有
名
な
場
所
が
あ
る
。
波
が

砕
け
て
三
角
形
の
東
映
ロ
ゴ
マ

ー
ク
が
飛
び
出
す
映
像
「
荒
磯

に
波
」は
、昭
和
30（
１
９
５
５
）

年
に
登
場
。
こ
の
場
所
に
行
く

と
「
映
画
の
最
初
で
ザ
バ
ー
ン

と
波
が
砕
け
散
る
シ
ー
ン
は
こ

こ
」
と
い
う
案
内
板
も
あ
る
。

映
画
で
見
た
よ
う
な
荒
々
し
い

ザ
バ
ー
ン
が
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
眺
め
が
美
し
く
て
、
い
つ

ま
で
も
見
て
い
ら
れ
た
。
現
在

の
東
映
の
映
像
は
Ｃ
Ｇ
で
制
作

さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、
実

際
の
白
波
は
映
像
以
上
の
迫
力

が
あ
っ
た
。

　

夕
食
は
海
に
面
し
た
海
鮮
料

理
店
で
、
名
物
の
金
目
鯛
の
煮

付
け
や
お
刺
身
、
カ
キ
フ
ラ
イ

な
ど
い
ろ
い
ろ
ち
ょ
っ
と
ず
つ

食
べ
て
満
腹
に
な
り
、
翌
日
、

ホ
テ
ル
の
朝
風
呂
を
浴
び
て
朝

食
を
食
べ
て
か
ら
出
発
し
た
。

向
か
っ
た
の
は
銚
子
電
鉄
・
仲

ノ
町
駅
近
く
に
あ
る
ヤ
マ
サ
醤

油
の
本
社
・
工
場
。
こ
こ
で
し

か
買
え
な
い
限
定
商
品
の
販
売

や
無
料
の
工
場
見
学
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
日
、
工
場
見
学
は

や
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
シ

ア
タ
ー
で
ヤ
マ
サ
醤
油
の
歴
史

を
20
分
ほ
ど
観
て
終
了
。
帰
り

に
は
限
定
デ
ザ
イ
ン
ボ
ト
ル
入

り
醤
油
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
も
ワ
サ
ビ

味
や
み
そ
味
な
ど
、
正
直
な
ん

と
も
言
え
な
い
も
の
も
食
べ
て

き
た
が
、
こ
こ
の
「
し
ょ
う
ゆ

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
は
今
ま
で

で
一
番
美
味
し
い
と
思
っ
た
。

ク
リ
ー
ム
の
甘
さ
の
な
か
に
醤

油
が
香
り
、
不
思
議
な
香
ば
し

さ
が
あ
っ
た
。
街
は
少
し
寂
れ

て
い
た
が
、
銚
子
商
業
高
校
が

作
っ
た
「
ぬ
れ
煎
餅
ア
イ
ス
」、

鯖
が
乗
っ
た
「
さ
ば
ラ
ー
メ

ン
」、
魚
の
す
り
身
に
カ
レ
ー

粉
を
混
ぜ
て
揚
げ
た
「
カ
レ
ー

ボ
ー
ル
」
な
ど
、
銚
子
は
美
味

し
い
も
の
に
溢
れ
て
い
た
。

　

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
夕
方
の
便
に
間
に
合
う
よ

う
に
、
成
田
空
港
へ
向
か
っ
て

車
を
走
ら
せ
た
。
こ
ん
な
風
に

最
後
ま
で
日
本
の
美
味
し
い
も

の
や
温
泉
を
楽
し
め
た
の
も
、

運
転
し
て
く
れ
た
友
人
の
お
か

げ
だ
。
感
謝
感
謝
で
あ
る
。

　
　
　
（
高
田
由
起
子
／
本
紙
）

里
帰
り
の
最
終
日
は
醤
油
の
街
で

千
葉
県  
銚
子
市

mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.his-usa.com/package/city/cun/list/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=banner&utm_campaign=cancun2025


　

為
替
相
場
の
変
動
が
暮
ら
し

の
実
感
と
し
て
迫
る
都
市
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
と
、
日
々

の
ニ
ュ
ー
ス
の
背
後
で
働
く

「
貨
幣
の
仕
組
み
」
を
改
め
て

考
え
た
く
な
る
。
円
安
が
長
期

化
す
る
な
か
、
そ
の
感
覚
は
一

段
と
強
ま
っ
て
い
る
。『
パ
ワ

ー
・
オ
ブ
・
マ
ネ
ー　

新
・
貨

幣
入
門
』
は
、
こ
う
し
た
疑
問

に
応
え
る
貨
幣
の
基
礎
教
養
書

で
あ
る
。
経
済
の
専
門
知
識
を

前
提
と
せ
ず
、
貨
幣
を
歴
史
・

制
度
・
政
治
の
接
点
と
し
て
捉

え
る
姿
勢
が
本
書
の
特
徴
だ
。

　

著
者
が
示
す
中
心
的
な
視
点

は
、「
貨
幣
は
中
立
的
な
交
換

手
段
で
は
な
く
、
社
会
を
動
か

す
制
度
そ
の
も
の
だ
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
米
ド
ル
が
依
然

と
し
て
国
際
金
融
の
中
心
に
あ

り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
発
表
一
つ
で
世

界
が
揺
れ
動
く
。
そ
の
仕
組
み

を
間
近
に
見
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
読
者
に
は
、
本
書
の
議
論
は

よ
り
実
感
を
伴
っ
て
響
く
だ
ろ

う
。
税
制
度
、
中
央
銀
行
の
独

立
性
、
国
家
の
信
用
と
い
っ
た

要
素
が
ど
の
よ
う
に
貨
幣
価
値

を
支
え
て
き
た
の
か
―
―
豊
富

な
事
例
を
通
じ
て
整
理
さ
れ
て

い
く
。

　

興
味
深
い
の
は
、
貨
幣
の
信

頼
を
「
国
家
と
い
う
枠
組
み
へ

の
信
任
」
と
し
て
位
置
づ
け
る

視
点
だ
。
市
場
の
期
待
や
金
利

差
だ
け
で
は
説
明
で

き
な
い
、
制
度
的
な

裏
側
が
あ
る
こ
と
を

丁
寧
に
描
き
出
す
。

円
安
・
円
高
の
報
道

を
数
字
の
上
げ
下
げ

と
し
て
消
費
す
る
だ

け
で
は
見
え
て
こ
な

い
背
景
が
、
本
書
に

よ
っ
て
立
ち
上
が

る
。
情
報
が
あ
ふ
れ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

環
境
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
根
底
に
あ
る
構

造
を
学
ぶ
機
会
は
案

外
限
ら
れ
て
お
り
、
本
書
は
視

野
を
整
え
る
助
け
と
な
る
。

　

文
章
は
平
明
で
、
専
門
用
語

も
慎
重
に
噛
み
砕
か
れ
て
い
る

た
め
、
経
済
書
に
抵
抗
の
あ
る

読
者
で
も
読
み
や
す
い
。
一

方
、
深
い
議
論
を
求
め
る
向
き

に
は
物
足
り
な
さ
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
入
門
書
と
し
て

の
役
割
を
踏
ま
え
れ
ば
、
複
雑

な
貨
幣
の
世
界
へ
向
か
う
た
め

の
「
基
盤
」
を
提
供
す
る
と
い

う
点
で
、
十
分
に
意
義
の
あ
る

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
日

本
語
版
の
発
行
に
際
し
、
オ
リ

ッ
ク
ス
・
シ
ニ
ア
・
チ
ェ
ア
マ

ン
で
あ
る
宮
内
義
彦
氏
が
本
の

帯
で
こ
う
書
い
て
い
る
。「
お

金
、
貨
幣
の
底
知
れ
ぬ
機
能
。

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
誰
も
が
そ

の
力
を
再
認
識
で
き
る
新
教
科

書
だ
」
と
。

　

貨
幣
の
成
り
立
ち
を
理
解
す

る
こ
と
は
、
世
界
の
動
き
を
読

み
解
く
力
を
得
る
こ
と
で
も
あ

る
。
国
際
金
融
都
市
Ｎ
Ｙ
で
暮

ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
本
書

は
ニ
ュ
ー
ス
の
背
後
に
あ
る
構

造
を
捉
え
る
た
め
の
確
か
な
道

し
る
べ
と
な
る
。
日
常
の
前
提

と
な
っ
て
い
る
「
お
金
」
の
正

体
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し

て
、
手
に
取
る
価
値
の
あ
る
一

冊
で
あ
る
。
著
者
は
若
き
日
に

大
阪
大
学
に
１
年
間
客
員
研
究

員
と
し
て
滞
在
し
、
１
９
９
２

年
に
は
日
本
銀
行
で
外
国
人
客

員
研
究
員
と
し
て
過
ご
し
た
知

日
派
で
も
あ
る
。　
　
（
三
浦
）

お金が持つ権力を解析
ポール・シェアード・著

早川書房・刊

■宙色のハレルヤ（窪美澄、文藝春秋）直木賞作家がさま
ざまな形の愛と恋を描いた短編集。夫が亡くなり別荘で暮
らす恵美。隣に画家の女性が越してきた。画家と行き来す
るうち、恵美は自分の胸の奥の痛みに気づく。（「鳴り遠く
に」）ほか4篇。■教養としての「権力」 （ジェフリー・フェ
ファー、日経ビジネス人文庫）なぜ人は権力者に動かされ
るのか。著者のジェフリー・フェファーはスタンフォード
大学経営大学院教授で権力・組織行動の研究で知られ、現
実的な権力論を説く影響力のある学者である。組織行動学
の専門家が長年の研究から導き出した最も簡単で明確な

「権力の７つの法則」とは。■ずっしり、あんこ　おいし
い文藝（池波正太郎ほか、河出文庫）食べ物について特別
なる思いを、作家、音楽家、脚本家、映画監督、俳優、詩人、
漫画家、評論家などのエッセイを集めたアンソロジー『お
いしい文藝』の第7弾は「あんこ」。芥川龍之介にはじまり、
手塚治虫も上野千鶴子も総勢39人によるあんこへの熱い
思い。■踊り場に立ち尽くす君と日比谷で陽に焼かれる君

（金原ひとみ、朝日新聞出版）金原ひとみが作家生活20年
にわたって書き綴った日記、エッセイ、掌編小説を収録。
希死念慮に苦しんだ10代、デビュー作の芥川賞受賞、結婚、
出産、パリでの生活、子育て、離婚。朝日新聞掲載「『母』
というペルソナ」も収録。■筋肉と脂肪　身体の声をきく 

（平松洋子、新潮文庫）食や暮らしをテーマに執筆を続けるエッセイストの
今回のテーマは「筋肉」「運動」「食事」。大相撲の親方、新日本プロレスの逸材、
箱根駅伝常勝チームの寮母、サッカー日本代表の料理人、東京五輪でメダル
をもたらした栄養士、サプリメントや体脂肪計の開発者にインタビューし、
筋トレや体脂肪、腸内環境などのメカニズムを探る。■なんとかしなくちゃ。
青雲編（文春文庫、恩田陸）混み合う砂場、プライドが傷付くお友達が出る
お誕生会、不利な生徒会長選挙でのアピールなど誰もが諦めた課題を「なん
とかしなくちゃ」の一心で解決する主人公・結子。さまざまな人々と出会い
ながら結子は成長していく構成といい雰囲気といい、まるで朝ドラ。恩田版
テレビ小説とも言える作品。本書では結子の大学卒業までを描く。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

愛
の
対
象
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
愛
と
恋
の
短
編
集
。
人
々
が
権
力
を
好
き
な
理
由
。

あ
ん
こ
へ
の
愛
を
集
め
た
一
冊
。
金
原
ひ
と
み
作
家
生
活
20
周
年
の
ま
と
め
。
食
事
も
戦

略
で
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
。
問
題
解
決
エ
ン
タ
メ
朝
ド
ラ
風
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

貧
し
い
男
の
主
人
に
賢
く
勇

敢
な
ね
こ
が
協
力
し
、
知
恵
と

機
転
で
お
姫
さ
ま
と
結
婚
さ
せ

る
た
め
に
奮
闘
す
る
童
話
『
長

靴
を
は
い
た
ね
こ
』。『
赤
ず
き

ん
』
や
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』『
眠

れ
る
森
の
美
女
』
の
原
作
者

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
シ
ャ
ル

ル
・
ペ
ロ
ー
（
１
６
２
８
〜

１
７
０
３
年
）
に
よ
る
、 

何
百

年
も
読
み
継
が
れ
て
き
た
こ
の

話
し
を
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す

る
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ル
チ
ェ

リ
ー
ノ
が
大
胆
な
色
使
い
で
描

い
た
フ
ル
カ
ラ
ー
絵
本
。　

　

長
靴
を
ブ
ー
ツ
に
履
き
替

え
、
古
典
的
な
物
語
を
明
る
く

再
構
築
し
た
作
品
。
原
作
に
あ

っ
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
シ
ー
ン
や

言
葉
を
マ
イ
ル
ド
に
し
て
い
る

の
も
い
い
。
マ
ル
チ
ェ
リ
ー
ノ

の
イ
ラ
ス
ト
が
、
中
世
と
い
う

時
代
を
よ
く
表
現
し
た
色
合
い

や
細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
描
写

で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の

ね
こ
の
顔
を
際
立
た
せ
る
た
め

に
、
表
紙
・
裏
表
紙
が
１
枚
の

絵
に
な
っ
て
い
て
、
タ
イ
ト
ル

は
小
さ
く
裏
に
あ
る
。
日
本
語

で
読
む
な
ら
『
ブ
ー
ツ
を
は
い

た
ネ
コ
』（ 

評
論
社
）。（
高
田
）

賢
い
ね
こ
が
大
活
躍
す
る
物
語

 『Puss in Boots』
Written by Charles Perrault
Published by Square Fish
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昭
和
に
活
躍
し
た
吉
村
公

三
郎
監
督
（
１
９
１
１
〜

２
０
０
０
年
）
の
回
顧
映
画
シ

リ
ー
ズ
が
12
月
５
日
（
金
）
か

ら
11
日
（
木
）
ま
で
、
リ
ン
カ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
フ
ィ
ル
ム
・

ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
リ
ー
ド
劇
場

な
ど
）
で
上
映
さ
れ
る
。
黒
澤

明
や
小
津
安
二
郎
と
い
っ
た
同

世
代
の
巨
匠
ほ
ど
の
国
際
的
評

価
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
吉
村
は
戦
後
日
本
を
代
表

す
る
脚
本
家
、
撮
影
監
督
、
俳

優
た
ち
と
協
働
し
、
日
本
の
慣

習
に
大
胆
に
挑
む
、
野
心
的
で

感
情
的
に
複
雑
な
映
画
を
数
多

く
生
み
出
し
た
。
１
９
３
９
年

の
現
存
す
る
最
古
の
長
編
作
品

か
ら
60
年
代
初
頭
ま
で
を
網
羅

す
る
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
国

外
で
は
ほ
と
ん
ど
上
映
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
35
ミ
リ
・
16

ミ
リ
プ
リ
ン
ト
作
品
に
加
え
、

国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
た

『
夜
の
河
（Undercurrent

）』

（
56
年
）
の
４
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
修

復
版
を
上
映
す
る
。

　

12
月
７
日
と
８
日
『
暖
流
』

（
１
９
３
９
年
公
開
）
は
、
腐

敗
し
た
病
院
を
舞
台
に
５
人
の

男
女
に
よ
る
愛
憎
劇
を
描
い
た

戦
前
の
吉
村
作
品
の
傑
作
で
出

演
は
、
佐
分
利
信
、
水
戸
光
子
、

高
峰
三
枝
子
ほ
か
。そ
の
ほ
か
、

『
安
城
家
の
舞
踏
会
』（
47
年
）、

『
偽
れ
る
盛
装
』（
51
年
）、『
源

氏
物
語
』（
51
年
）、『
西
陣
の

姉
妹
』（
52
年
）、『
大
阪
物
語
』

（
57
年
）、『
足
摺
岬
』（
54
年
）

な
ど
、13
作
品
が
上
映
さ
れ
る
。

ま
た
、
５
日
（
金
）
午
後
６
時

30
分
か
ら
上
映
の
『
夜
の
河
』

と
午
後
９
時
か
ら
の
『
地
上
』

（
57
年
）
の
間
に
開
催
さ
れ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
、
両
作
品
の
チ
ケ
ッ
ト
所
持

者
が
参
加
で
き
る
。

　

入
場
料
は
一
般
17
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
14
ド
ル
、
会
員
12

ド
ル
。
オ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
パ
ス

は
一
般
89
ド
ル
、学
生
59
ド
ル
。

購
入
時
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ド
「UNDERCURRENT

」

を
入
力
す
る
と
５
ド
ル

引
き
に
な
る
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.filmlinc.
org/series/kozaburo-
yoshimura/?tab=fi lms

を
参

照
す
る
。

吉
村
公
三
郎
作
品
を
上
映

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

 　
映
画
「
国
宝
」
が
11
月
22

日
と
23
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

限
定
上
映
さ
れ
、
李
相
日
（
り

さ
ん
い
る
）
監
督
（
51
）
と
主

演
俳
優
の
吉
沢
亮
さ
ん
（
31
）

が
舞
台
挨
拶
し
た
。

　

同
作
は
、
吉
田
修
一
の
同
名

小
説
を
映
画
化
。
任
侠
の
一
門

に
生
ま
れ
な
が
ら
も
歌
舞
伎
役

者
の
家
に
引
き
取
ら
れ
、
芸
の

道
に
人
生
を
捧
げ
た
主
人
公
・

喜
久
雄
の
50
年
を
描
く
。
日
本

で
は
６
月
公
開
以
来
、
観
客
動

員
数
１
２
０
７
万
人
、
興
行
収

入
１
７
０
億
円
を
突
破
し
、
邦

画
史
上
に
記
録
を
残
す
勢
い
の

話
題
作
だ
。
８
月
に
第
98
回
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
国
際
長
編
映
画
部

門
の
日
本
代
表
作
品
に
決
定
、

こ
れ
を
受
け
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

と
と
も
に
同
上
映
が
行
わ
れ

た
。

　

22
日
の
映
画
関
係
者
向
け
上

映
会
に
は
約
１
０
０
人
が
参

加
。
李
監
督
は
、
15
年
ぐ
ら
い

前
か
ら
あ
る
女
形
の
役
者
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
映
画
に
し
た
い
と

構
想
を
練
っ
て
い
た
と
明
か

し
、「
歌
舞
伎
と
い
う
よ
り
一

人
の
芸
術
家
の
生
き
方
を
感
じ

取
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ

た
。
吉
沢
さ
ん
は
１
年
半
ほ
ど

歌
舞
伎
の
所
作
を
練
習
し
て
役

づ
く
り
に
臨
ん
だ
と
言
い
、「
喜

久
雄
と
し
て
歌
舞
伎
を
踊
っ
て

く
れ
と
い
う
監
督
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
っ
た
。
本
当
の
歌
舞
伎

は
、
舞
台
で
涙
を
流
す
な
ど
、

あ
そ
こ
ま
で
感
情
的
で
は
な
い

と
思
う
。
舞
台
が
日
常
に
も
沁

み
込
ん
で
い
く
感
覚
で
、
何
十

年
も
の
人
生
を
演
じ
分
け
た
」

と
役
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
、

「
役
者
と
し
て
、
嫉
妬
や
到
達

で
き
な
い
も
の
は
僕
自
身
も
あ

る
。
そ
し
て
、
明
確
な
評
価
が

で
き
な
い
な
か
で
良
し
悪
し
は

自
分
の
感
覚
で
決
め
る
。
そ
う

い
う
点
は
、
喜
久
雄
に
共
感
で

き
た
」
と
語
っ
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
鑑
賞
者

が
次
々
に
二
人
と
会
話
を
交
わ

し
、「
映
像
、
演
技
、
音
楽
、

何
を
と
っ
て
も
美
し
か
っ
た
」

「
俳
優
が
こ
の
よ
う
に
伝
統
芸

能
の
技
に
挑
み
、
身
体
を
鍛
え

た
こ
と
に
感
動
し
た
」
な
ど
の

称
賛
の
声
が
聞
か
れ
た
。
二
人

は
、22
日
夜
は
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・

フ
ィ
ル
ム
・
セ
ン
タ
ー
、
23
日

は
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

の
上
映
に
も
立
ち
会
っ
た
。

　

李
監
督
の
作
品
が
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
へ
の
日
本
代
表
作
品
に
選

ば
れ
た
の
は
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」

（
06
年
）
以
来
。
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
は
予
選
を
経
て
授
賞
式
は
3

月
15
日
。
映
画
「
国
宝
」
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
来
年
早
々

に
劇
場
公
開
予
定
。（
小
味
か

お
る
、
写
真
も
）

kokuhou_109_20240503_1679_ret_t_copyright_1920

話
題
の
映
画「
国
宝
」

監
督
と
俳
優
が
来
米

アカデミー賞を狙う

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
で
19
日
、
週
末
公
開

の
映
画
『
レ
ン
タ
ル
フ
ァ
ミ
リ

ー
』
の
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ミ
ア
シ
ョ
ー

を
開
催
し
た
。『
37
セ
カ
ン
ズ
』

『Beef

／
ビ
ー
フ
』
な
ど
で
注

目
のHIKARI

監
督
、
主
演
の

ブ
レ
ン
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ザ
ー
、

山
本
真
理
が
登
壇
し
、
聞
き
手

の
キ
ャ
シ
ー
小
林
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ

ー
ル
ド
）
の
巧
み
な
司
会
で
、

映
画
の
見
ど
こ
ろ
や
撮
影
秘
話

な
ど
を
話
し
た
。

　

監
督
が
友
人
か
ら
聞
い
た

「
レ
ン
タ
ル
彼
女
」
を
ヒ
ン
ト

に
調
べ
て
い
く
う
ち
、「
本
音

と
建
前
」
の
主
題
が
見
え
て
き

た
と
い
う
。
俳
優
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
山
本
は「
人
が
故
郷
」

と
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
世
界
の
融

和
性
を
示
唆
し
た
。
日
本
で
暮

ら
す
売
れ
な
い
俳
優
を
演
じ
た

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
俳
優
フ
レ
イ
ザ

ー
は
「
自
分
自
身
を
信
じ
る
力

と
の
向
き
合
い
方
を
変
え
る
転

機
に
な
っ
た
」
と
、
日
本
で
の

体
験
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と

を
あ
か
し
た
。
最
後
に
一
番
好

き
な
日
本
語
「
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
！
」
で
挨
拶
を
す
る
フ
レ

イ
ザ
ー
に
、
観
客
は
大
歓
声
で

答
え
、
彼
の
人
気
の
高
さ
を
物

語
っ
た
。
告
知
と
と
も
に
即
完

売
と
な
っ
た
会
場
は
、
立
ち
見

客
が
出
る
ほ
ど
の
満
場
で
、
Ｊ

Ｓ
映
画
文
化
部
門
部
長
の
ピ
ー

タ
ー
・
タ
タ
ラ
さ
ん
は
「
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
一
番
の
盛

況
ぶ
り
だ
っ
た
」
と
喜
び
の
声

を
あ
げ
て
い
た
。
映
画
は
21
日

か
ら
全
米
で
、
日
本
で
は
来
年

２
月
下
旬
か
ら
公
開
さ
れ
る
。

（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
、
写
真
も
）

レンタルファミリー
プレミアショー
ジャパン・ソサエティーで
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